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・企画調整課 
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・農政課 
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７ 会議に付した事件 

認定第１号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（一般会計） 

認定第２号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（国民健康保険特別会計） 

認定第５号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（介護保険特別会計） 



 

認定第６号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（後期高齢者医療特別会計） 

８ 議事の経過概要 別紙のとおり 
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決算特別委員会  １０月３日（水）         開 会 １０時０１分 

 

審査の経過概要 

 

（健康増進課入室） 

○認定第１号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

野畑直決算特別委員長 

昨日に引き続き委員会を開会します。 

昨日の質疑に対する総務課の資料を配布いたしましたので、御確認をお願い

します。 

なお、昨日の山田委員の市職員における障がい者数に対する答弁において、

２人と答弁しましたが３人であり、訂正したいとの申し出があり、これを許可

いたしましたので、よろしくお願いします。 

それでは、認定第１号を議題とし、健康増進課所管の事項について審査に入

ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

それでは、認定第１号のうち、健康増進課及び大川診療所所管分について御

説明申し上げます。 

初めに、歳出から御説明いたします。決算に関する説明書３４ページ、事項

別明細書３０ページになります。 

第３款民生費１項１目社会福祉総務費２８節繰出金の支出済額、事項別明細

書３０ページになります。 

第３款民生費１項１目社会福祉総務費２８節繰出金の支出済額３億４,０５

４万４,２６９円は、国民健康保険特別会計への繰出金であり、前年度比１８.

１％の減となりました。 

次に、決算に関する説明書は３６ページ、事項別明細書は３１ページになり

ます。８目後期高齢者医療費１９節負担金補助及び交付金の支出済額３億８,

６５６万６,７０７円は、決算に関する説明書の備考欄にあるとおり鹿児島県

後期高齢者医療広域連合の一般会計の共通経費負担分、特別会計の共通経費負

担分及び広域連合が阿久根市分として医療機関に支払った療養給付費の１２分

の１である後期高齢者広域連合療養給付費であり、前年度比１.２％の増とな

りました。また、２８節繰出金の支出済額１億３,７８０万５,０４４円は、後

期高齢者医療特別会計へ繰り出したものであり、前年度比０.４％の減となっ

ております。 

次に、決算に関する説明書は３９ページ、事項別明細書は３５ページになり

ます。また、主要事業の成果説明書は４６ページからになります。第４款衛生

費１項１目保健衛生総務費の支出済額１億５,４０９万５,５２１円は、健康増

進課、地域包括支援係及び環境対策係の職員の人件費のほか、歯科指導や管理

栄養指導を行う嘱託職員３名の報酬と妊婦健康診査業務などに係る委託料が主

なものであります。８節報償費は１歳６か月児、３か月児、３歳児等の各健診

事業に係る医師等への謝金であり、１３節委託料のうち、在宅当番医制事業は
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休日における一次救急医療を出水郡医師会に委託したものであり、妊婦健康診

査業務は県医師会等へ委託し、実施したものでございます。１９節負担金補助

及び交付金のうち、出水総合医療センター野田診療所における夜間一次救急診

療所の運営経費の負担金は、３７７万４,９４５円であり、利用者については、

全体で平成２８年度１,３８０人から平成２９年度１,３１５人へ、そのうち、

阿久根市分は３２１人から平成２９年度は２９１人へと減少しているところで

ございます。次のドクターヘリ運航事業救急車搬送９千円は、鹿児島市への３

件分の負担金であります。補助金については、出水郡医師会が行う病院群輪番

制病院事業への補助金６６６万５,１００円が主なものであり、特定不妊治療

費助成事業は、８名、９件分１０２万２,５８０円を補助しました。 

決算に関する説明書は４０ページになります。２０節扶助費は未熟児養育医

療費であり、４名分、１１２万６,６６９円を支出しました。 

２目健康増進費の各種がん検診等及び３目予防費の各種予防接種の実施状況

は、主要事業の成果説明書５０ページから５６ページに記載してあります。資

料にはございませんけれども、平成２８年における阿久根市の３８９名の死亡

者の死因分類を分析しますと、第１位が悪性新生物、いわゆるがんですね。こ

れが７８人、第２位が心疾患、いわゆる心筋梗塞などの心臓病で５９人、第３

位は老衰で５４人、第４位が肺炎で４２人、第５位が脳血管疾患、いわゆる脳

卒中で３７人であり、自殺者は３人となっています。 

［発言する者あり］ 

野畑直決算特別委員長 

今、説明中ですので、あとで聞いてください。 

児玉健康増進課長 

すみません、冒頭、資料にはございませんということでお話をしております。 

野畑直決算特別委員長 

よく聞いとってくださいね。 

児玉健康増進課長 

なお、全国の平成２３年から２７年までの指標と比較しまして、阿久根市の

死亡比が最も高いのは男女とも急性心筋梗塞となっております。次が腎不全と

いうことになっているところです。 

決算に関する説明書に戻りますけれども、２目健康増進費の支出済額３,８

０１万６,０６２円は、県民総合保健センターや鹿児島県厚生農業協同組合連

合会に委託し実施したがん検診業務や健康診査などの委託料のほか、保健推進

員への活動謝金、健康教育、健康相談、各種がん検診時の看護師等への謝金な

どが主なものであります。各種がん検診などの受診者数や受診率は、主要事業

の成果説明書の５６ページに記載してあります。がん検診後、胃がん検診の精

密検査が必要とされた方が、要精検者ですけれども、これが９９人。がんと診

断された方が３人。大腸がん検診の要精検者は１７２人で、がんと診断された

方が２人、肺がん検診の要精検者は１７０人で、がんと診断された方が３人。

また、乳がん検診では８人、子宮頸がん検診では６人の方が要精検査者とされ

ましたが、いずれもがんと診断された方はいらっしゃいませんでした。集団健

康教育については６７回、１,４６２人、健康相談が２１回の６５人、また、
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各地区への出前講座や市民会館での市民健康講座などを実施し、市民の健康意

識の向上に努めたところでございます。 

事項別明細書は３６ページになります。３目予防費の支出済額４,７２７万

９２７円は、各予防接種に係るワクチン代の需用費と出水郡医師会等へ委託し

た個別予防接種業務の委託料が主なものであります。結核レントゲン検診につ

きましては、主要事業の成果説明書の５５ページのとおり、受診者は３,５８

８人であり、陽性反応者の方はいらっしゃいませんでした。 

次に、決算に関する説明書は４１ページ、事項別明細書は３７ページになり

ます。６目保健センター管理費の支出済額は４１７万４,９５４円で、これは

保健センターの管理に必要な消耗品の購入や庁舎警備業務などの委託料が主な

ものとなっております。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。 

歳入については決算に関する説明書のみで説明させていただきます。９ペー

ジになります。第１１款分担金及び負担金２項４目衛生費負担金の１１万９,

０６０円は、未熟児養育医療に係る保護者の負担金であります。 

１０ページになります。第１２款使用料及び手数料１項３目衛生使用料のう

ち、保健センター土地占用料の１,１００円は、保健センターの敷地内にある

九州電力株式会社の電柱１本分の占用料であります。 

１２ページになります。２項３目衛生手数料のうち狂犬病予防接種の７２万

４,８００円は、犬の登録に係る新規登録手数料と注射済票交付手数料となっ

ております。 

１３ページになります。第１３款国庫支出金１項２目民生費国庫負担金のう

ち上から１２行目になりますが、国民健康保険保険基盤安定負担金２,１７９

万９,５４９円は、国民健康保険税の保険者支援分に係る国の負担分であり、

次の３目衛生費国庫負担金の４３万４,７００円は、未熟児養育医療に係る国

の負担分であります。 

１４ページになります。第１４款県支出金１項２目民生費県負担金うち、上

から６行目になりますが、後期高齢者医療保険基盤安定負担金１億２０７万６,

５９５円は、後期高齢者医療の保険料軽減分としての県の負担分であります。

１５ページになります。上から８行目になりますが、国民健康保険保険基盤安

定負担金７,２６５万７,９２０円は、国民健康保険税の保険税軽減分及び保険

者支援に係る県の負担分であります。３目衛生費県負担金の２０万１,８２５

円は、未熟児養育医療に係る県の負担分であります。２項３目衛生費県補助金

のうち健康増進支援事業費９７万４千円は、健康診査等に係る県の補助金であ

ります。 

１７ページになります。３項２目民生費委託金のうち社会福祉費委託金の市

町村権限移譲交付金１８万２千円は、医師法関係等の免許申請などに係る交付

金であります。 

１８ページになります。第１５款財産収入１項２目利子及び配当金のうち一

番下になります。高額療養資金貸付基金の利子８円の収入がありました。 

２０ページになります。第１９款諸収入５項４目雑入のうち上から５行目、

後期高齢者健診業務広域連合補助金２３７万７千円は、阿久根市の後期高齢者
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に係る長寿健診費用についての広域連合からの補助金であります。 

２１ページになります。上から２行目、雇用保険料のうち健康増進課所管分

として２万２,１８２円の収入がありました。その８行下になりますが、がん

検診時の個人負担分として４１５万１,５００円、２行下、肝炎ウィルス検診

等の個人負担分として１０万５,６００円、５行下の保健センターに設置して

ある自動販売機の電気料としてコカ・コーラボトラーズジャパン株式会社から

４万８,８７３円、５行下、保健センターでの実習生受入れの謝礼金として広

域医療センター附属阿久根看護学校から１万１,４００円、１０行下、原子力

立地給付金のうち保健センター分として３万１,２４８円、次のページの一番

上、１行目になりますが、後期高齢者医療療養給付費負担金精算金として３１

万７,４４３円、２０行下になりますが、ドクターヘリ相互応援分担金として

出水市から３千円、７行下の国保連合会から後期高齢者健診還元金として５万

７,３２９円、４行下、平成２８年度分の未熟児養育医療に係る負担金の実績

に基づく精算交付分として、国及び県から７２万７,５３４円の収入がありま

した。 

２３ページになります。第２０款市債１項３目衛生債のうち、夜間一次救急

診療所運営事業債３７０万円は、出水総合医療センター野田診療所内に設置さ

れている夜間一次救急診療所に係る負担金に充当したものでございます。 

以上で認定第１号についての説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

竹原信一委員 

例えば、決算に関する説明書の２２ページから２３ページ辺りの説明の話で、

前もそうなんですけども、この説明を何行下、何行下と飛ばしてやってますけ

ども、どういう意図で選択して説明をしてるんですか。 

児玉健康増進課長 

雑入の部分かと思いますけれども、雑入の部分について健康増進課所管分と

して今、説明したところであります。 

竹原信一委員 

そこだけが、今読んだところだけが所管分に入ってるということなんですね。 

児玉健康増進課長 

読み上げたところが健康増進課所管分ということで説明したところです。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに。 

白石純一委員 

成果説明書の４７ページ、４款１項１目母子保健一般事務の中で、真ん中ほ

どの事業実施状況のまるの４つ目、特定不妊治療費助成、２９年度８人、９件

ということですが、２７、２８、そして３０年の途中までですが、トレンドを

教えていただけないでしょうか。 

児玉健康増進課長 

２７年度からということですが、２７年度は８件、８名ですね。人数で言わ



 

- 5 - 

せていただきます。８名、２８年度が７名、２９年度が。申しわけございませ

ん。 

２７年度が８名、２８年度が７名、２９年度が８名、ちょっと３０年度は今、

手元に資料を持って来ておりません。後で回答させていただきます。 

白石純一委員 

横ばい、それ以上にほんとに必要な方がいらっしゃれば、ぜひこの事業も積

極的に告知をして進めていただきたいと思います。 

次に、４８ページ、同じ成果説明書の４８ページ。４款１項１目、中ほどか

ら少し下の事業の成果のところで。すみません、その前ですね、事業実施状況

の一番下、保護者負担１１万９千円。この下に事業の成果として、母子保健法

の規定に基づく未熟児医療費の給付を行ったということですが、これは子ども

医療費の無償化の対象ではないということですか。 

児玉健康増進課長 

これにつきましては、これも対象になっております。 

白石純一委員 

保護者が負担するというのは、最低幾らか負担するということがあるんでし

ょうか。 

児玉健康増進課長 

この保護者負担分については、保護者の所得に応じて金額が変わってきます

ので、それに応じた負担分を求めているところでございます。 

白石純一委員 

それでは子ども医療費は所得の多い人は必ずしも無料にならないということ

でいいんですか。 

児玉健康増進課長 

ここの負担分は負担をしていただくということで、これとは別にこの分を福

祉課のほうですかね、医療費の申請をしていただければ、その分がまたお金が

返ってくるという形になりますので、対象にはなっております。 

白石純一委員 

はい、わかりました。次に５０ページ、同じ成果説明書の５０ページ、４款

１項２目、中ほど少し上の受診率ですね。肝炎ウィルス検診が１.６％。この

辺りは他市と比較、あるいは県平均と比較してどうなんでしょうか。特に肝炎

ウィルス検診は大変、感染症ですので受診率を上げなければいけないと思って

るんですが。 

児玉健康増進課長 

ちょっとここは資料を持ち合わせておりませんが、ちょっとそこは調べては

みたいと思いますけれども、公表されている分があれば提供はしたいと、ちょ

っと調べてさせていただきたいと思います。 

白石純一委員 

ではあとで資料の提出をお願いします。また、それ以外のですね、同じ款項

目で５１ページから５５ページまでさまざまな検診の受診率等があるわけです

けれども。５５ページの４款１項３目、この結核レントゲン検診でね、これに

ついては７３％と非常に高い数値になってますが、これは一番下に書いてあり
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ます、各集落単位で健診を実施することでこんだけ高いと、いわゆるレントゲ

ン検診ですか。レントゲン検診と一般の健康診断ですね、別々に行われていま

すけれども、これは一緒に、同時に行うという手立てはできないんですか。 

児玉健康増進課長 

この結核レントゲン検診については、今ありましたとおり、各集落を８８カ

所、約９０カ所を回ってやっているという状況で、そのおかげと言いますか、

それで受診率は上がっているかと思います。ただこれを、今、総合健診を大体、

年２０日弱でやっています。そこと一緒にやるとなるとこれだけの受診率は上

がってこないのかなと思っております。それと、例えば総合健診の会場で同じ

レントゲン検診をするとなると、今度はスペースの問題、車がどうしてもふえ

てきますので、その問題でなかなか一緒にやるのは難しいかなと考えておりま

す。 

白石純一委員 

その総合健診としての受診率はどこにありますか。 

児玉健康増進課長 

総合健診では、国保の特定健診を実施しております。それ以外に胃がん検診、

超音波検診をやっておりますので、それを含めて総合健診としております。特

定健診については国保のほうで上がってきますので、ここにはまた別なページ

になりますけれども、総合健診としては先ほど言ったとおり、この一般会計の

ほうではそういった胃がん検診とか、超音波検診のほうになってきます。 

白石純一委員 

特別会計でまた出てくるということですね。じゃあそのときまた質疑します。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

濵之上大成委員 

ちょっと１点だけ。説明書のですね、４０ページ、４款１項２目の委託料に

関連して。このピアノ警備業務というふうに、１１万６,６４０円とあるんで

すが、この業務とはどのような業務なのか。そしてまた全体的な、この警備業

務ほかと書いてあるんですが、どのような業務ですか。 

児玉健康増進課長 

これにつきましては、昨年、巡回ラジオ体操が開催されました。その際、ピ

アノを２台、総合グラウンドに１台、あと総合体育館のほうに予備として、雨

の場合を想定した形で２台をリースしたところであります。前日から設置をし

てありますので、前日から警備員の方に夜一晩警備をしていただいたと。それ

と当日の交通整理の警備業務を委託した部分の経費になります。 

濵之上大成委員 

ちなみにこのピアノをラジオ体操に使われたと思うんですけれども、この移

動というのはどこからどこまでの移動費ですか。 

児玉健康増進課長 

申しわけございません。詳細はちょっと、鹿児島から持ってきたんじゃない

かと思います。そこは調べさせてください。 

濵之上大成委員 
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ということは、ピアノは市のピアノじゃなくて、専門のピアノを運んだとい

うことで理解していいですか。 

児玉健康増進課長 

今、委員がおっしゃられたとおり、業者にリースでお願いして持って来てい

ただいたという形になります。 

濵之上大成委員 

ということは、移動経費と含めて、ピアノの賃貸料も含まれてるということ

で理解していいですか。 

児玉健康増進課長 

ここの委託業務には含まれておりませんけれども、別途、その分がリース料

という形で支出したと思っております。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

竹原恵美委員 

成果説明書の４６ページです。一般会計の４款１項１目なんですが、現状と

課題のところに一番最後の行、無制限に夜間や休日に医療機関を受診しないよ

う広報に努め、医療従事者に対する負担軽減を図る必要があるとありますけれ

ども、現状はどのような状況で利用されているということでしょうか、教えて

ください。 

児玉健康増進課長 

特に夜間一次の部分になりますけれども、野田診療所にある部分になります

が、事前に電話をしていただいて来ていただきたいということを病院のほうか

らは要請されております。電話で問い合わせをいただければ、わざわざ来てい

ただかなくてもいいような症状もあるということもあって、事前に電話をして

いただいて、診療は受けていただきたいというようなことで病院からも要請が

ありますので、そこは広報の必要があるのかなと思っています。 

竹原恵美委員 

ということは、無制限に利用をされているということを確認しての文章では

ないというふうに理解するのがいいですか。 

児玉健康増進課長 

直接そこまでは確認をしておりませんけれども、病院のほうからはそういっ

た要請がありまして、うちのこよみですかね、こよみの中でも事前に電話をし

ていただくということでお願いをしているところでございます。 

竹原恵美委員 

それでは成果説明書の４９ページ、一般会計の４款１項２目です。ラジオ体

操のみんなの体操会の実施が１６０万ほどかかるんですけれども、これはどの

ような内訳になりますでしょうか、教えてください。 

児玉健康増進課長 

ここの部分につきましては、健康づくり事業として全体として１６０万とい

うことで御理解をいただきたいと思います。この体操会につきましては、実施

状況にありますとおり、約３０万ほど経費がかかったということでお願いいた

します。 
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竹原恵美委員 

では、例えば説明書の４０ページなどにあるラジオ体操を含めたほかの経費

なども含めて、ここに約１６０万にかかっているという理解でいいということ

ですね。 

児玉健康増進課長 

おっしゃられたとおり、健康づくり事業としての経費が１６０万ということ

で御理解いただきたいと思います。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、健康増進課所管の事項について、審査を一時中止

いたします。 

 

○認定第２号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（国民健康保険

特別会計） 

野畑直決算特別委員長 

次に、認定第２号を議題とし審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

それでは、認定第２号について、その主なものについて御説明申し上げます。 

主要事業の成果説明書の５７ページになりますけれども。初めに、主要事業

の成果説明書の５７ページになります。初めに、国民健康保険の被保険者数等

について御説明いたします。平成２９年度の国保の加入世帯は年度平均３,５

７１世帯、被保険者数は年度平均５,６４７人となっております。市全体から

見た加入率は、世帯で約３５％、被保険者数では約２７％となっております。

平成２８年度に比べ世帯数で１２８世帯、被保険者数では２８５人それぞれ減

となっております。また、資料にはございませんが、全体の医療費、国保の医

療費は、平成２９年度が２８億９４１万円余り、前年度比約４％の減となって

いる状況であります。１人当たり医療費は事業成果の中段辺りにありますが、

４９万７,５０６円で前年度比約１％の増となっております。 

次に、一般会計からの繰入金について御説明申し上げます。決算に関する説

明書の４ページをごらんください。第１０款繰入金１項１目一般会計繰入金の

収入済額３億３,０７４万４,２６９円は、前年度比７,４９５万７,７２７円、

１８.５％の減となっております。内訳については備考欄のとおりであり、保

険税の軽減に対する財政措置などの保険基盤安定繰入金が前年度比１.９％の

減、職員給与費等繰入金が前年度比２.１％の減、出産育児一時金等繰入金が

前年度比７７.４％の増、財政安定化支援事業繰入金が前年度比３２.８％の減

であり、財政安定化支援事業繰入金１億５,０３８万９千円のうち、法定外分

は１億円となっております。 

それでは事業勘定の歳出から御説明いたします。 

決算に関する説明書６ページ、事項別明細書８ページをお開きください。第

１款総務費１項１目一般管理費の支出済額４,８００万５１円は、職員７名分
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の人件費やレセプト点検嘱託員２名分の報酬のほか、被保険者証の郵送に係る

役務費、高額療養費制度見直しなどに伴うシステム改修負担金が主なものであ

り、１２節役務費の不用額は郵便料及び電算処理システム手数料の残が主なも

のでございます。 

２項１目賦課徴収費の支出済額３２０万８,３９９円は、保険税の賦課徴収

に係る経費であり、市税等収納嘱託員１名分の報酬や郵便料、窓口収納手数料

などの役務費が主なものであります。２目納税奨励費の支出済額２１４万２,

７２０円は、国保税の納税報奨金であります。 

次に、第２款保険給付費の支出済額２３億８,８９７万４,８６０円は、前年

度比３.７％の減となりました。１項１目一般被保険者療養給付費の支出済額

１９億８,３７４万６,５９６円は１０万２,０１０件分であり、２.５％の減、

２目退職被保険者等療養給付費の支出済額５,２０３万４,４２２円は２,３５

４件分であり、前年度比３１.０％の減となりました。３目一般被保険者療養

費の支出済額１,８４０万９,３１１円は、２,５５６件分、決算に関する説明

書は７ページになりますが、４目退職被保険者等療養費の支出済額３４万６,

８５５円は５１件分であります。 

事項別明細書は１０ページになります。５目審査支払手数料の支出済額５５

０万６,３６８円は、レセプト審査支払手数料やレセプト電算処理手数料であ

ります。２項１目一般被保険者高額療養費の支出済額３億１,０９６万４,２２

６円は、５,０８０件分であり、前年度比３.４％の減、また、２目退職被保険

者等高額療養費の支出済額１,０１５万９,０７３円は８８件分であり、前年度

比３３.５％の減となりました。４項１目出産育児一時金は、当初予算におい

て２２件分、９２４万円を計上しましたが、実績として１５件分、６３６万２

千７４円を支出したところでございます。５項１目葬祭費の支出済額１３８万

円は、４６件分でございます。 

決算に関する説明書は８ページになります。第３款後期高齢者支援金等の支

出済額３億８８３万１,８０３円は、後期高齢者の医療費分、事務費分を社会

保険診療報酬支払基金に拠出したものであり、基金が示した算定基準により拠

出したものであります。 

事項別明細書は１２ページになります。第６款介護納付金の支出済額１億３,

７０５万４,９５８円は、介護保険制度における第２号被保険者に係る費用を

支払基金に拠出したものでございます。 

次に、第７款共同事業拠出金でありますが、これは国保連合会に拠出金とし

て支払ったものであり、１項１目高額医療費拠出金の支出済額１億１,１４万

５,９２７円は、レセプト１件当たり８０万円を超える医療費について、３年

間の実績を基に定められた計算式による額を拠出したものでございます。また、

２目保険財政共同安定化事業拠出金の支出済額８億１,６９９万６,２９１円は、

８０万円以下の全レセプトの医療費について、都道府県単位で共同事業として

国保連合会が行うもので、連合会が示した算定式による額を拠出したものであ

ります。資料にはございませんが、１件当たり３０万円以上の医療費では、最

も高い方で、１年間の医療費が２,０３９万円余りで、これは難病の患者さん

でありました。また、医療費の多い順では、第１位が統合失調症で２億７８８
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万円余り、患者数が７４人、第２位が腎不全で１億４,８３９万円余り、患者

数が３６人、第３位がその他の心疾患で８,４８２万円余りで、患者数が４０

人でございました。 

次に、第８款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費の支出済額８９６万

３,２９２円は、メタボリックシンドロームに着目した生活習慣病予防のため

に行う特定健康診査業務の委託料が主なものであり、成果説明書の５８ページ

にありますが、受診者１,７０３名で法定報告前の数値ではありますけれども、

受診率は３６.１％となっております。事項別明細書は１３ページになります。

２項１目保健対策費の支出済額７１３万９,９８４円は、受診勧奨を行う訪問

指導嘱託員の人件費や成果説明書の５８ページのとおり、はり・きゅう助成、

人間ドック助成の補助金が主なものであります。このうち、はり・きゅう助成

は、１枚当たり６００円の助成で年間３０回を限度として１,３５５件、人間

ドック助成は、補助対象額の７割の助成で１１２件の実績でありました。訪問

指導嘱託員については、特定健診の訪問受診勧奨を１９５件、糖尿病性腎症の

重症化予防や集団健診受診者で要精密者の受診勧奨に３９２件、情報提供とい

う、かかりつけ医で特定健診を実施していただくための、文書による受診勧奨

を１,２０９件、電話による受診勧奨を８１５件行ったところでございます。 

事項別明細書は１４ページになります。第１１款諸支出金１項３目償還金の

支出済額５０２万４,６７７円は、平成２８年度分の療養給付費等負担金及び

特定健康診査等負担金の交付確定に伴う国・県への精算返納金であり、２項１

目直営診療施設勘定繰出金の支出済額４１４万３千円は、大川診療所の運営等

に係る国の調整交付金であります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。 

決算に関する説明書は３ページ、事項別明細書は１ページをお開きください。

第１款国民健康保険税の収入済額は３億５,１６９万１,９２５円で、全体の収

入率は６８.３％、前年度と比べると１.５ポイントの増、現年度課税分が９５.

０％で０.３ポイントの増、滞納繰越分が７.２％で３.８ポイントの減となっ

ております。 

事項別明細書は３ページになります。第４款国庫支出金１項１目療養給付費

等負担金の収入済額６億７８１万７,１１１円は、前年度比４.８％の増であり、

２目高額医療費共同事業負担金の収入済額２,７７６万１,４８１円は４分の１、

３目特定健康診査等負担金の収入済額２６６万７千円は３分の１の率による国

の負担分の額であります。次に、２項１目財政調整交付金の収入済額３億５,

３７０万６千円は、決算に関する説明書の４ページ、備考欄にあるとおり、普

通調整交付金、特別調整交付金及び直営診療施設運営分としてそれぞれ交付を

受けたものであります。 

第５款県支出金１項１目高額医療費共同事業負担金の収入済額２,７７６万

１,４８１円は４分の１、事項別明細書は４ページになりますが、２目特定健

康診査等負担金の収入済額２６６万７千円は、３分の１の率による県の負担分

の額であります。２項１目財政調整交付金の収入済額１億５,４２５万９千円

は、備考欄のとおり、普通調整交付金及び特別調整交付金としてそれぞれ交付

を受けたものであります。 
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次に、第６款療養給付費等交付金の収入済額５,９０６万７,３２８円は、退

職者の医療費に係る社会保険診療報酬支払基金からの交付金であり、前年度比

５１.４％の減、第７款前期高齢者交付金の収入済額９億４,８７９万５,２０

４円についても、社会保険診療報酬支払基金からの交付金であり、前年度比１.

０％の減となりました。 

次に、第８款共同事業交付金の収入済額９億６,４０２万８,１６９円は、前

年度比０.４％の減であり、１項１目高額医療費共同事業交付金は、レセプト

１件当たり８０万円を超える高額な医療費に対する国保連合会からの交付金、

２目保険財政共同安定化事業交付金は８０万円以下の全レセプトの医療費を対

象とした国保連合会からの交付金であります。 

次に第１０款繰入金については、先ほど説明したとおりでございます。 

事項別明細書は６ページになります。第１２款諸収入４項２目一般被保険者

第三者納付金の収入済額２００万２,７００円は、交通事故に係る納付金であ

り、一般被保険者１２件分でございます。６目雑入のうち国保連合会一般会計

積立資産返還金の収入済額８１２万２,２９５円は、国保連合会における新た

な積立資産の種類が示されたところであり、積立金を積立資産として積立て直

した残額を各市町村へ３年間で返還することとされたものであり、これについ

ては平成２９年度で終了したところであります。また、国保連合会高額医療費

共同事業臨時交付金の収入済額１８７万１,０４８円は、国保制度改正に伴い

保険財政共同安定化事業、高額医療費共同事業が廃止となり、国保連合会の特

別会計を廃止し、その剰余金を各市町村へ臨時交付金として交付されたもので

ございます。 

以上で事業勘定を終わり、次に、直営診療施設勘定について御説明申し上げ

ます。 

歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は１２ページ、事項別明細

書１８ページになります。第１款総務費１項１目一般管理費の支出済額９９２

万２,２３４円は、２名の看護師と１名の医療事務の嘱託職員の報酬のほか、

事務用品や電気、水道、ガス代などの需用費、電子カルテシステムやレントゲ

ン撮影装置の保守料などが主なものであります。 

第２款医業費１項３目医薬品衛生材料費の支出済額１,２３８万２,７６７円

は、医薬品等の購入費であり、４目検査等業務費の支出済額１,１０３万７,９

６２円は、２カ所の社会医療法人との診療業務の委託料が主なものであります。

なお、平成２９年度の診療日数は２４２日で延べ患者数１,６９９人、１日当

たりの患者数は７人となっております。 

第４款１項１目基金積立金の支出済額６９万３,０２７円は、平成２８年度

分繰越金の半分と、診療所基金の運用利子分を積み立てたものであり、平成２

９年度末における基金残高は、１７３万２,２００円余りとなっております。 

第５款公債費の支出済額２０７万９,００６円は、診療所建物に係る市債償

還金の元金、利子分でございます。なお、２９年度末の元金の償還金残高は、

１,１１１万２,１８４円であり、最終の償還は平成３５年度となっております。 

以上で、歳出を終わり、次に、歳入について御説明申し上げます。決算に関

する説明書は１０ページ、事項別明細書は１５ページになります。 
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第１款診療収入の収入済額２,１６５万８４２円は、２項４目の７５歳以上

を被保険者とした後期高齢者医療保険の診療報酬収入が多く占めており、全体

としては前年度比４.６％の減となりました。３項１目諸検査等収入の収入済

額８２万３,６４０円は、主に各種予防接種料や介護保険に係る主治医意見書

料等でございます。 

事項別明細書は１６ページになります。第６款２項１目事業勘定繰入金の収

入済額４１４万３千円は、診療所の運営に係る国の調整交付金分を事業勘定か

ら繰り入れたものであり、３項１目一般会計繰入金の収入済額９８０万円は、

診療収入で不足する財源を一般会計から繰り入れたものであります。 

以上で認定第２号についての説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

白石純一委員 

成果説明書の５８ページ、先ほどちょっとお伺いしようとした件ですけれど

も、款項目は書いていないですが、８款１項だと思いますが、特定健診の受診

率が３６.１％ということですが、これも２７年からの数値、トレンドを教え

ていただきたいのと、３０年度につきまして、もし出ていれば教えてください。 

児玉健康増進課長 

２７年度が３３.８％、２８年度が３８.９％、２９年度につきましては先ほ

ど申し上げましたとおり、確定がまだしておりませんので、確定前では先ほど

申し上げましたとおり、３６.１％となっております。 

白石純一委員 

３０年度はまだ出ていないということですかね。 

児玉健康増進課長 

３０年度の最終的な確定は来年度ということになります。来年度の１２月ぐ

らいになるんじゃないかなと思っております。 

白石純一委員 

では２９年度、あるいは直近で比較できる年度で県内１９市及び４３自治体

ですかね、で何位だったか教えてください。 

児玉健康増進課長 

２９年度はまだ確定しておりませんのでわかりませんが、２８年度、県内で

いきます。県内で３５位、２７年度４１位となっております。 

白石純一委員 

２７年に比べて２８年度は改善しているわけですけれども、２９年度は未確

定ながらパーセンテージとしては減っているので、またランキングとしては落

ちる可能性もあると。より高めるためにどのような方策をとられようとしてい

ますでしょうか。 

児玉健康増進課長 

３０年度以降、３０年度からになりますが、今年度につきましては、今まで

は集団検診、総合健診なんかでやっておりましたけれども、個別健診を導入し
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ようということで、個人の方が病院のほうで健診を受けていただくということ

で、今計画をしているところでございます。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

山田勝委員 

確認をしたいんですが、先ほど課長の説明の中で、開院をしている、診察を

している日にちの話をされましたが、１年間に何日していると言われましたか。 

児玉健康増進課長 

２９年度につきましては２４２日になります。 

山田勝委員 

２４２日、何時から何時まで開院されていらっしゃるんですか。 

児玉健康増進課長 

月、水、金が午後から半日、残りの火、木が午前中の半日ということでなっ

ております。 

山田勝委員 

半日を１日積もってあるわけですか、それとも半日を１日ですか。 

児玉健康増進課長 

先ほど申し上げました２４２日はその半日を１日ということで、その日とい

うことで計算をしております。 

山田勝委員 

非常に、この件については私も今一生懸命して、あなたたちが一生懸命頑張

っているのを見守っているんですけどね、例えば、大川診療所の所長代理とい

うことで大川出張所の補佐が来てらっしゃいますけれども、補佐の仕事ってい

うのは具体的にどういう形をされるんですか。 

中川管理係長 

私は係長でありますけれども、私の仕事は大川診療所にかかる一般的な事務、

財務事務、庶務事務です。そのほかに、４月からは医療事務がいなくなってお

りますので、医療事務も兼ねてやっております。 

山田勝委員 

なら、あなたは大川出張所の係長の業務として、業務内容の中でですね、大

川診療所の管理係長としての任務を兼任して辞令をもらっているわけですか。 

中川管理係長 

籍はですね、大川出張所と兼務をしているものですから、籍は市民環境課に

あります。大川診療所との兼務ということになります。 

山田勝委員 

別にね、それでいいんですよ。私はそれを何と言うんじゃなくて。ただです

ね、看護師２名、医療事務嘱託職員１名ということなんですが、これは今年か

らいなくなったというのは、医療事務をする人がいなくなったんですか。 

児玉健康増進課長 

本年４月から医療事務の嘱託員は、市の嘱託員はいらっしゃいません。看護

師の嘱託員２名ということになっております。 

山田勝委員 
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聞くところによると、病院の先生が１人の病院から職員を連れて行ってると

いうことなんですが、その人は何をしているんですか。 

中川管理係長 

今ですね、市比野記念病院と内山病院さんから来ていただいているですけれ

ども、先生もその都度、月、水、金が市比野記念病院から、火、木が内山病院

からで、医療事務の方を帯同していただいております。その方々が、内山病院

は火曜日、市比野記念病院は水曜日に来ていただいておりますので、そのとき

に医療事務をしていただき、そのほかの曜日は私が医療事務をしております。 

山田勝委員 

医療事務をしていただくって、医療事務を、大変失礼な話をしますけどね、

あなたがしたほうがいいんですか。例えば病院から連れてきた人のほうがね、

医療事務については能率的、効率的にやるのかどうかっていうのをね、ちょっ

とお尋ねしてみたいんですが。 

中川管理係長 

どちらが効率がよいかということなんですけれども、今のところそれぞれの

病院さんの事情もありまして、自分が残りの３日間をしているんですけれども、

私は資格も持っておりませんので、資格がなくてもできる事務ではありますけ

れども、よりよい事務をするためには来ていただいたほうがいいのかと思うん

ですが、それぞれの病院さんもそれぞれの事務をされておりますので、人数的

な制約等もありますので、毎日来ていただくということについては診療の患者

さんが少ないということもありまして、私でもできるのではないかということ

で、その方々からも指導を受けながら現在やっているところです。一番いいの

は専門の方にやっていただくのが一番いいかとは思います。 

山田勝委員 

それはそれでいいですよ。ただ、運営をやっていく上に、今お尋ねしました

半日を１日と見て１年間に幾らいるという世界の話ですからね。ですから、こ

れを逆算しますとね、半日おっていただいて４万５千円か６千円ずつお支払い

をしとった委託料をですね、ことしから３千円になったんでしょう。どうです

か。 

児玉健康増進課長 

委託料につきましては、２９年度までは１日、半日ですけれども４万５千円

ですね。３０年度からは３千円ということでなっております。 

山田勝委員 

なるべく早い機会にですね、どちらもいいような、そういう体制になること

を期待しながら終わります。 

竹原恵美委員 

成果説明書６１ページ、国民健康保険特別会計です。同じ大川診療所のこと

なんですけれども、現状と課題のところ、黒字化を目指し、もっともっとこの

事業を継続するというところで黒字化を目指しとあります。次のページには会

計の施設勘定のところで収入状況も書いてありますけれども、差し引きすると

１,５００万ほど出ているんですが、この黒字化という言葉をどういうふうに

受けとめてよいのか確認をしたいんですが。 
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児玉健康増進課長 

今まで、２９年度、３０年度の当初にも一般会計からの繰入金を予算計上し

ております。この一般会計からの繰入金をなくす、ゼロとするのが一般の黒字

化というか、赤字をなくすということで考えているところであります。 

竹原恵美委員 

確認ですけれども、他会計から。よくよく見ると積立金にしても積み立てて

るわけではなくて、継続的に入れているところからなので。はい、わかりまし

た。 

渡辺久治委員 

決算に関する説明書、８ページ、７款１項１目の高額医療費拠出金だと思う

んですけれども、違ったら訂正してください。先ほど統合失調症のことを言わ

れましたけれども、２億幾らとかかっていて、７０数名と言われましたけど、

その数字をもう１回教えてもらえますか。 

児玉健康増進課長 

１件当たり３０万以上の中で一番多い部分になりますけれども、多い順が先

ほど申し上げました統合失調症、全体で７４名で２億７８８万余りということ

になります。 

渡辺久治委員 

そうしたら１人当たり大体３００万弱なんですけれども、どんな医療費に使

われるか、入院費であるとか、薬であるとか、例えばカウンセリングとかある

と思うんですけど、その辺は割合とかわかりますか。 

児玉健康増進課長 

そこまでちょっと分析はしておりませんけれども、統合失調症につきまして

は、鹿児島県が特に精神科の入院病棟が多いと全国よりも。そういう関係で、

やはり入院費のほうもかなりここの部分には入ってるんじゃないかなとは予想

しております。 

渡辺久治委員 

この７４名ということは阿久根市の方ですか。 

児玉健康増進課長 

先ほど申し上げました数字につきましては、阿久根市の国保の方ということ

で御理解いただきたいと思います。 

渡辺久治委員 

昨年も聞いたと思うんですけれども、去年からの人数、もう１回教えてもら

えますかね。 

児玉健康増進課長 

統合失調症だけを申し上げますと、２８年度につきましては２億２,１８６

万円余り、患者数としては５９１人となっております。 

渡辺久治委員 

それは阿久根市じゃないですよね。 

児玉健康増進課長 

阿久根市の国保の患者ということで御理解いただきたいと思います。 

申しわけありません。５９１件ですね。人数としては７９人です。申しわけ
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ございません。 

渡辺久治委員 

人数としては同じ程度推移しているということで理解しました。終わります。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

山田勝委員 

事項別明細書の１０款繰入金、１０款繰入金よ。５ページ。 

いいですか。法定内繰入金、法定外繰入金の話を本会議でしましたよね、私

は。監査委員の監査報告書の中にありましたねと。具体的にどういうことかと

聞いたような気がするんですが、監査委員にですよ。あなたはその補足説明と

して補足をしてください。法定外が下がったから、法定外の繰入金が国保で下

がったから国保が赤字だったような話をしてあったじゃないですか、監査委員

の結びの中に。その話をあなたがまた補足をして説明してくださいと言っただ

けの話です。 

児玉健康増進課長 

平成２９年度の一般会計からの法定外の繰り入れは先ほど、冒頭説明いたし

ましたとおり１億円となっております。その前年度が１億７,２００万円と、

７,２００万円の減となっております。これにつきましては、当初予算計上と

比較いたしまして、療養給付費が減となっております。それと国保税の収入が

当初予算よりも若干上ぶれしているということで、その分があった関係で一般

会計からの繰り入れが前年度よりも少なくなったんじゃないかということで分

析はしております。 

山田勝委員 

そういうことであったらいいですよね。私が本会議で言ったのはそういうの

じゃなくて、法定外の繰出金を一般会計から削ったから、逆に国民健康保険の

経営が苦しくなるんじゃないかという話を僕はしたみたいなんですよ、したよ

うな気がするんですよね。そういうことからしたときに、そんならその補足は

どうですかと言ったらちゃんと原因があったから了解いたします。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第２号について、審査を一時中止いたします。 

時間が押しておりますけど、健康増進課分があと後期高齢者もありますので、

終わってから休憩にしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

○認定第６号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（後期高齢者医

療特別会計） 

野畑直決算特別委員長 

次に、認定第６号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

それでは、認定第６号について御説明申し上げます。 
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決算に関する説明書は３６ページ、事項別明細書は４９ページになります。

初めに、後期高齢者医療は、鹿児島県後期高齢者医療広域連合を保険者として

運営されており、後期高齢者医療特別会計につきましては、歳入の後期高齢者

医療保険料と軽減分の保険基盤安定繰入金を歳出で後期高齢者広域連合への納

付金として支出しているのが主なものでございます。平成２９年度末の後期高

齢者医療の被保険者数は４,８７９人で、前年度末より７４人の減、人口に占

める割合は約２３％となっています。 

それでは歳出から御説明いたします。第１款総務費１項１目一般管理費の支

出済額１４０万２,２５８円は、後期高齢者医療事務に係る消耗品等の需用費、

被保険者証の郵送に係る役務費が主なものであります。２項１目徴収費の支出

済額１４５万４,１５９円は、徴収事務に係る消耗品等の需用費や郵便料、手

数料等の役務費のほか、保険料等の還付に係る償還金利子及び割引料になりま

す。第２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額３億２,２８８

万６,６２７円は、後期高齢者医療保険料と保険基盤安定分担金などを鹿児島

県後期高齢者医療広域連合へ納付したものでございます。 

次に、歳入について御説明いたします。決算に関する説明書は３５ページ、

事項別明細書は４７ページになります。第１款保険料１項１目後期高齢者医療

保険料の収入済額１億８,６８５万３４６円は、収入率９９.０％でございます。

第３款繰入金１項２目保険基盤安定繰入金１億３,６１０万２,１２７円は、保

険料の軽減分に対する財政措置であります。 

以上で認定第６号についての説明を終わりますが、よろしくお願いいたしま

す。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ認定第６号について、審査を一時中止いたします。 

（健康増進課退室） 

 

（休憩 １１：１８～１１：２９） 

 

（介護長寿課入室） 

○認定第１号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

野畑直決算特別委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号を議題とし、介護長寿課所管の事項について審査に入りま

す。 

課長の説明を求めます。 

中野介護長寿課長 

認定第１号 平成２９年度一般会計決算のうち、介護長寿課所管分について

御説明申し上げます。 
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初めに、歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は３５ページ、事

項別明細書は３０ページをお開きください。なお、主要事業の成果説明書の介

護長寿課所管の事業分は、６３ページの長寿祝金事業から７１ページの高年齢

者労働能力活用事業までとなっておりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、説明書は３５ページ、事項別明細書は３０ページです。第３款民

生費１項社会福祉費３目老人福祉費の支出済額６億３,３６４万５,３８８円は、

高齢者福祉サービスに係る委託料及び扶助費が主なものです。 

１節報酬は要援護者訪問相談員１名分であり、８節報償費のうち在宅高齢者

福祉アドバイザー事業謝金は、地域において民生委員と協力し、ひとり暮らし

の高齢者等の見守り活動やいきいきサロンの運営等に協力いただいているアド

バイザーに、１人当たり年間５千円の活動謝金を支払ったものであります。長

寿祝金については、８０歳、８８歳、１００歳、１０１歳以上の高齢者計５４

８人に、それぞれお届けいたしました。 

１３節委託料のうち、緊急通報システム運営事業は、緊急時の通信、救急体

制の確保のほか、利用者の安否確認にも大きな役割を果たしており、平成２９

年度末現在、ボックス型６０台、携帯型４台の利用となっております。高齢者

等への訪問給食サービスである「食」の自立支援事業は、１月１日を除く毎日

配食しており、平成２９年度は月平均利用者数１３４名で、総配食数は４万５,

３１７食でありました。高齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業は、６５歳

以上の高齢者を含む３人以上の団体が、ボランティア活動や地域貢献活動を行

った際にポイントが付与されるもので、平成２９年度は登録団体８２団体、商

品券交換額実績１８３万９千円と、平成２８年度に比べいずれも伸びており、

本事業が地域づくり活動参加への動機づけになっているものと考えられます。 

共助の基盤づくり事業は、阿久根市社会福祉協議会に委託し、地域支え合い

マップづくりの支援等を行ったものであり、平成２８年度末に市内全域のマッ

プづくりを終え、２９年度からは見直し作業に入り、１３区において更新を行

ったところです。 

次に、１９節負担金補助及び交付金でありますが、老人クラブ育成補助金は、

単位老人クラブ２１クラブに運営補助をしたものであります。後期高齢者人間

ドック助成事業は、後期高齢者医療保険加入者を対象に、１日人間ドックの助

成を行う事業でありますが、出水郡医師会広域医療センター、厚生連健康管理

センター、内山病院及び川内済生会において、昨年度は３９人の利用がありま

した。事項別明細書は３１ページに入り、２０節扶助費の老人保護措置費は、

５カ所の養護老人ホームに措置した６４人分の入所措置費であります。説明書

は３６ページに入り、２８節繰出金は、介護保険特別会計への繰出金であり、

前年度比８４６万６,６８０円、１.９％の増となりました。 

５目老人福祉センター管理費は、老人福祉センターの維持管理の経費であり、

平成２８年度から同施設の管理業務を市シルバー人材センターに委託してきた

ところですが、御承知のとおり、同センターは平成３０年３月末をもって廃止

し、その代替施設として、現在、農村環境改善センターを利用していただいて

いるところであります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。 
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決算に関する説明書は９ページ、事項別明細書は４ページをお開き願います。

第１１款分担金及び負担金２項１目民生費負担金１節社会福祉費負担金のうち、

老人保護措置費は、養護老人ホーム入所者の本人及び扶養義務者の負担金であ

り、平成２７年度の退所に伴う過年度分未収金１６万５千円も全て納入されま

した。 

説明書は１３ページ、事項別明細書は７ページをお願いいたします。第１３

款国庫支出金１項国庫負担金２目民生費国庫負担金７節低所得者保険料軽減負

担金３４９万９,４４０円は、第１段階介護保険料の軽減分に係る国の負担分

であります。 

事項別明細書は８ページです。２項国庫補助金２目民生費国庫補助金１節社

会福祉費補助金のうち、介護長寿課所管分は、説明書備考欄の上から３行目、

共助の基盤づくり事業２００万円であり、事業費の４分の１の補助率でありま

す。 

説明書は１５ページ、事項別明細書は１０ページになります。第１４款県支

出金１項県負担金２目民生費県負担金８節低所得者保険料軽減負担金は、第１

段階介護保険料の軽減分に係る県の負担分であります。２項県補助金２目民生

費県補助金１節社会福祉費補助金のうち、介護長寿課所管分は、説明書１５ペ

ージの備考欄の上から４行目の老人クラブ育成事業、老人クラブ連合会育成事

業費であり、その２行下、高齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業費２５４

万９千円は、全額が県補助金でございます。 

説明書は１９ページ。事項別明細書は１５ページをお願いします。説明書の

１９ページの一番下、第１７款繰入金２項特別会計繰入金３目介護保険特別会

計繰入金の収入済額１,０２５万８,０２７円は、平成２８年度分の一般会計か

ら繰り出した介護給付費等の精算に伴う介護保険特別会計からの精算返納金で

ございます。 

説明書は２１ページ。事項別明細書は１６ページになります。１９款諸収入

５項４目４節雑入のうち、雇用保険料の介護長寿課所管分として５,３８２円

の収入がありました。 

説明書は２２ページに入り、備考欄の中ほど、上から１５行目、後期高齢者

医療広域連合長寿・健康推進事業調整交付金１７４万９,３０１円は、後期高

齢者の人間ドッグ受診及びはり・きゅう施術の補助に対する鹿児島県後期高齢

者医療広域連合からの交付金であります。 

説明書は２３ページ、事項別明細書は１７ページに入り、第２０款市債１項

２目民生債２節老人福祉債１,３５０万円は、「食」の自立支援事業に活用い

たしました。 

以上で、認定第１号についての説明を終わります。よろしくお願いいたしま

す。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

白石純一委員 

成果説明書の６６ページ、３款１項３目と共通してなんですけれども、８０
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ページの５款２項１目。それぞれの事業で、最初の分については団体、あとの

分については個人に対するポイントをためて商品券を交換できるという事業で

すけれども、この商品券は市の市内、商工会議所が発行するもので有効期限が

あるものでしょうか。 

中野介護長寿課長 

商工会議所の商品券、市内共通券をして、商工会議所の商品券を発行してお

ります。 

白石純一委員 

有効期限があるものでしょうか。 

中野介護長寿課長 

有効期限は６カ月を設定しております。 

白石純一委員 

出生祝い金も商品券で配られて、福祉課でしたですかね。６カ月以内に使わ

れてないものが１５％ほどあるということでしたけれども、使われてないもの

については何パーセントか把握されてますでしょうか。 

中野介護長寿課長 

尋ねの元気度アップポイントの地域包括ケアの推進事業で発行した商品券、

それから元気度アップのポイント事業で個人に対して発行した商品券、これを

合算しての使用率なんですけれども、現在のところ９７％の使用になっている

というところです。 

白石純一委員 

かなり高いもので、それは思ったより私はいいと思うんですけれども、一般

的に商品券というとデパートの商品券とか、ビールの商品券とか、ほとんど有

効期限が確かないものだと思うので、私などは有効期限があるという認識がな

くですね、例えばもらってもやはり使わない場合があるのではないかと思った

ところで聞いたところでした。 

次の質問ですけれども、６７ページ、同じ成果説明書の６７ページ、３款１

項３目、これも２つにまたがってると思うんですけれども、８５ページの５款

３項４目、高齢者への給食サービスですね。これで２つの事業で補助をされて

るといふうに理解できますけれども、この中で個人負担が１食３５０円とあり

ます。補助を含めた１食あたりのコストというか、販売価格は幾らになるんで

しょうか。 

中野介護長寿課長 

個人負担が３５０円、それから調理と配食を合わせて、１食当たり９００円

の費用になります。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

竹原恵美委員 

成果説明書の６３ページです。３款１項３目で、長寿の祝い金なんですが、

これは１００歳以上という２万円は、１００歳以上であれば毎年受け取れると

いう内容ですか、確認です。 

中野介護長寿課長 
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１００歳到達のときにはそのお誕生日に５万円を支給しますけれども、１０

１歳以上になれば、いわゆる敬老祝い金の祝い金支給、９月のときにそのとし

に毎年お祝い金をお届けしているところです。 

竹原恵美委員 

現状と課題にも書いてありますけれども、対象者数の増加が見込まれるとい

うことで、私の感覚からは１００歳到達で５万円、１０１歳から毎年２万円と

いうのが継続性があるのかなと思うところです。見直しが必要ではないかと思

います。お願いします。直接的には減額が現状の方向性ではないかと思います。

検討をお願いします。 

中野介護長寿課長 

実はですね、ここに今後対象者数の増加が見込まれるためと表記をいたしま

した。実績から申し上げますと、平成２８年度は５５４名、２９年度が５４８

名、３０年度、今年度ですが、予定としては５５４名という形で、いわゆるそ

の数字というのはあまり変わっていないところです。ただですね、阿久根市の

人口の今後の推移を見ますと、後期高齢者の部分というのはほとんど数字が変

わらない状態があります。ということになっていきますと、上の部分のほうの、

いわゆる１００歳以上の方というのが今後はふえるという見込みがございます。

平成一けた台には１人とか２人だったものが、今１００歳以上の方は１９人い

らっしゃいます。今年度到達もまた９人を予定をされております。１００歳以

上の方というのがやはり割合的に高くなってくる。それはいいことなんですけ

れど、長寿祝い金の支出のあり方として今後また検討も加えていかなければい

けないのかなと考えているところです。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

山田勝委員 

３款１項３目、成果説明書の６３ページ、事業実施状況のですね、お金をこ

う書いてある。今は現金で全部やるんですか、品物でやるんですか。 

中野介護長寿課長 

現金をお渡ししております。 

山田勝委員 

現金ですね、了解です。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ認定第１号中、介護長寿課所管の事項について、審査を一時中止い

たします。 

 

○認定第５号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（介護保険特別

会計） 

野畑直決算特別委員長 

次に、認定第５号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 
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中野介護長寿課長 

それでは、認定第５号 平成２９年阿久根市介護保険特別会計決算について、

主なものについて御説明申し上げます。 

初めに、平成２９年３月末時点の６５歳以上の高齢者は８,１９６人で、高

齢化率３９．４％であります。また、介護保険の被保険者数等についてであり

ますが、平成３０年３月末の第１号被保険者は８,１３２人要介護認定者は１,

５５２人であり、認定率は１９．１であります。 

それでは、事業勘定の歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は２

４ページ、事項別明細書は３５ページになります。主要事業の成果説明書は７

２ページから８８ページにとなります。 

第１款総務費１項１目一般管理費の支出済額４,５５４万２千円は、１節報

酬は、介護保険専門指導嘱託員４名分の報酬、１３節委託料は第７期阿久根市

高齢者保健福祉計画策定業務などが主なものであります。 

事項別明細書は３６ページに入り、３項１目認定調査等費の支出済額１,０

０２万７千円は、新規の介護認定や更新を申請した方に係る調査費用であり、

介護認定に必要な主治医意見書手数料や郵便、電話料の役務費、更新等に係る

申請についての訪問調査業務の委託料であります。 

２目認定審査事務負担金の支出済額１,９６６万１千円は、北薩広域行政事

務組合への共通経費分及び認定審査会事務事業に係る業務費分の負担金であり、

業務費分の負担割合は均等割が１０％、高齢者人口割が４０％、実績割が５

０％で、実績割は平成２７年度の審査件数で算定し負担したものであります。 

次に、第２款保険給付費の支出済額２６億７,３４０万９千円は、前年度比

０.７％の減であります。第１項介護サービス等諸費は、要介護の認定を受け

た被保険者の方に対する居宅又は施設でのサービス給付費であります。１目居

宅介護サービス給付費の支出済額６億８,３９７万９千円は、要介護の認定を

受け、自宅でサービスを受けた際の給付費であり、前年度比１．１％の増で、

１万４,３７０件の利用であります。中でも手すり、特殊寝台、歩行器等を貸

与する福祉用具貸与の利用件数が多く、次に通所リハビリテーションや通所介

護、訪問介護等が利用されております。 

説明書は２５ページに入り、３目地域密着型介護サービス給付費の支出済額

６億７,０９７万６千円は、小規模多機能型居宅介護や認知症対応型共同生活

介護、いわゆるグループホーム等で生活するサービスであり、前年度比０．

８％の増であります。 

５目施設介護サービス給付費の支出済額９億２,７９４万２千円は、介護老

人福祉施設、これは桜ヶ丘荘や野田の郷です。それから介護老人保健施設、回

生苑、グリーンフォレストみかさ等です。それから介護療養型医療施設、出水

郡医師会の第二病院でございます。における施設サービスであり、前年度比０.

９％の増であります。 

事項別明細書は３７ページに入り、７目居宅介護福祉用具購入費は、シャワ

ーベンチやポータブルトイレ等の購入に対して給付を行うもので６９件の実績

であります。 

８目居宅介護住宅改修は、段差の解消や手すり等の取り付けなどの住宅改修
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に対し、１人当たり２０万円の改修費を限度に給付を行うもので、昨年度は６

９件の実績でありした。 

説明書は２６ページに入り、９目居宅介護サービス計画給付費の支出済額９,

３８４万３千円は、介護サービスを受けるための基本となるケアプラン作成料

で、６,３８６件分であります。 

第２項介護予防サービス等諸費は、要支援と認定された被保険者の方に対す

るサービス給付費であります。１目介護予防サービス給付費の支出済額６,１

６３万２千円は、要支援と認定された方が居宅サービスを受けた際の給付費で

あり、昨年度は３,５２２件の利用件数で、介護予防訪問介護、介護予防通所

介護が多く利用されております。なお、要支援の方に対する介護予防訪問介護

及び介護予防通所介護は、平成２９年度から開始された新たな総合事業の介護

予防・生活支援サービス事業に順次移行された結果、その利用件数及び給付額

は２８年度実績に比べ、２分の１程度になっているところでございます。３目

地域密着型介護予防サービス給付費は、小規模多機能型居宅介護事業所に係る

分が主なものであります。５目介護予防福祉用具購入費は３１件の購入分、説

明書は２７ページ、事項別明細書は３８ページに入りますが、６目介護予防住

宅改修費は４９件分の実績であります。７目介護予防サービス計画給付費は、

介護予防ケアプランの作成に係る経費であり、２,４８１件の実績となってお

ります。 

３項１目審査支払手数料は、毎月各事業所から提出される介護報酬請求書を

国保連合会で審査する手数料でございます。 

４項高額介護サービス等費の支出済額６,３８７万１千円は、世帯ごとに居

宅サービスや施設サービスでかかった利用料負担の１カ月の合計額が一般世帯

で４万４,４００円、市民税非課税世帯で２万４,６００円、老齢福祉年金や生

活保護受給者で１万５千円を超えた場合に、超えた分に対し支給するもので、

高額介護サービス費と高額介護予防サービス費で６,１６４件の給付となりま

した。 

説明書は２８ページ、事項別明細書は３９ページになります。５項高額医療

合算介護サービス等費は、介護保険の利用者負担額と医療保険・後期高齢者医

療の一部負担金等の１年間の合計額が高額になったとき、所得区分に応じた限

度額を超えた分が払い戻されるもので、平成２９年度は後期高齢者医療と国保

制度との合算分で２５３件の給付がありました。 

７項特定入所者介護サービス等費の支出額１億３,５８１万２千円は、住民

税非課税世帯の方が、介護施設に入所された際の、居住費、食費について、一

定の限度額を超えた分について給付を行うもので、昨年度は４,１２０件分に

ついて給付しております。 

説明書は２９ページになります。第５款地域支援事業費は、被保険者が要介

護、要支援状態となることを予防するとともに、要介護状態となった場合にも、

可能な限り地域で自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目

的として、自治体が実施する事業であり、昨年度から新しい総合事業として多

様な事業メニューが設定され、また、これまで保険給付として実施されてきた

要支援者に対する予防給付のうち、介護予防訪問介護と介護予防通所介護が地
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域支援事業に移行されたところです。 

１項介護予防・生活支援サービス事業費の支出済額３,７７２万５千円は、

介護予防マネジメントに基づき訪問型サービスや通所型サービスを提供するた

めの費用であります。事項別明細書は４０ページになります。１目介護予防・

生活支援サービス事業費の支出済額２,７６０万４千円は、従来のホームペル

パーが居宅を訪問し入浴、排せつ、食事等の介護を行う訪問介護、デイサービ

スなどの日帰りで施設に通い、食事や入浴などの生活上の介護や機能訓練等を

行う通所介護のほか、掃除や洗濯、調理などの日常生活の援助を行う緩和した

基準による訪問型サービス等を受けた場合に支払われる費用であります。 

２目介護予防ケアマネジメント事業費の支出済額１,００７万５千円は、地

域包括支援センター専門指導員３人分の報酬と、総合事業における介護予防ケ

アプラン作成に係る経費であり、６０６件の実績となっております。 

説明書は３０ページになります。２項１目一般介護予防事業費の支出済額１,

０６２万９千円は、ころばん体操教室の支援にあたる運動指導士等への謝金や、

生活機能の低下等が見られる高齢者を対象として、運動器の機能向上や口腔機

能向上、栄養改善の指導等を行う介護予防複合プログラム業務の委託料、さら

に、高齢者の健康づくりや社会参加を促進し、健康維持や介護予防への取組活

動にポイントを付与する高齢者元気度アップ・ポイント事業に係る委託料が主

なものであります。 

３項包括的支援事業・任意事業費の支出済額４,８８２万３千円は、地域包

括支援センターの実施する事業や家族介護支援事業に要する費用でございます。

事項別明細書は４１ページに入り、４目任意事業費の支出済額３,２２９万６

千円は、高齢者世話付住宅生活援助派遣事業や、「食」の自立支援事業委託料、

高齢者の紙おむつ等給付の補助金、在宅で寝たきり高齢者等を介護される介護

者への手当支給が主なものであります。５目在宅医療・介護連携推進事業費の

支出済額４４４万４千円は、出水市及び長島町と共同で、公益社団法人出水郡

医師会に事業委託を行っているもので、出水地域在宅医療・介護連携推進協議

会を設置し、在宅医療と介護サービスの一体的な提供に向けて連携体制づくり

に取り組んでいるものであります。 

説明書は３１ページに入り、６目生活支援体制整備事業費の支出済額７７７

万６千円は、阿久根市社会福祉協議会に委託して、生活支援コーディネーター

を配置し、地域資源の把握や地域ニーズに応じた生活支援体制の整備を進める

ための事業を実施しているものであり、７目認知症総合資源事業費の支出済額

２３７万２千円は、地域包括支援センターの専門指導嘱託員の人件費が主なも

のであり、認知症カフェの開催や認知症に関する相談・支援業務を行ったもの

であります。なお、認知症予防及び支援に係る施策として、認知症予防講演会

や認知症サポーター養成講座を開催し、認知症について正しい理解、知識の普

及啓発に取り組んできたところでございます。 

事項別明細書は４２ページに入り、第６款基金積立金１項１目介護保険基金

積立金の支出額４,５６５万７千円は、基金利子分と繰越金の残額分を積み立

てたものであり、平成２９年度末の基金残高は１億３７４万６４１円でありま

す。 
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第８款諸支出金１項２目償還金の支出済額２,９４９万円は、平成２８年度

に係る介護保険給付費等の精算に伴う、国、県への精算返納金であります。説

明書は３２ページ、事項別明細書は４３ページに入り、３項１目他会計繰出金

の支出額１,０２５万８千円は、償還金と同様に平成２８年度に係る一般会計

への精算返納金であります。 

次に、歳入について御説明いたします。 

介護保険制度における各種介護サービス費用は、原則としてサービス利用者

の１割又は２割の利用者負担分を除いた額の５０％が公費で賄われ、残りの額

を保険料として負担することとなっています。公費分の内訳としまして、居宅

給付費については国と調整交付金で２５％、県と市がそれぞれ１２.５％を負

担しています。施設等給付費は国と調整交付金で２０％、県が１７.５％、市

が１２.５％となります。 

それでは、決算に関する説明書は２１ページ、事項別明細書は２９ページに

なります。第１款保険料１項１目第１号被保険者保険料の収入済額４億７,１

１５万８千円は、収入率９６.９％で、内訳として特別徴収分が１００％、普

通徴収分が８７.４％、滞納繰越分が９.５％で、全体の収入率は前年度比で０.

２ポイントの減となりました。 

次に、第３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金の収入済額５

億３,６８６万３千円は、給付費予算総額の居宅給付費が２０％、施設等給付

費が１５％の負担割合による額でございます。 

事項別明細書は３０ページになります。２項国庫補助金１目調整交付金の収

入済額２億７,７３４万８千円は、国の調整交付金割合は、保険給付費の原則

５％分でありますが、阿久根市は後期高齢者の加入割合と低所得者の方が多い

こともあり、平成２９年度は１０.８６％の割合で交付されました。２目及び

３目の地域支援事業交付金の収入済額は、それぞれ介護予防・日常生活支援総

合事業と包括的支援事業・任意事業のそれぞれ対象経費２５％分と３９％分で

あります。 

次に、第４款支払基金交付金１項１目介護給付費交付金の収入済額７億６,

４７０万２千円は、保険給付費全体分の２８％分と、２目地域支援事業支援交

付金の収入済額１,４４６万５千円は、地域支援事業費の対象経費の２８％分

と２８年度の追加交付分であります。 

説明書は２２ページ、事項別明細書は３１ページになります。第５款県支出

金１項１目介護給付費負担金の収入済額３億９,６３０万７千円は、居宅給付

費が１２.５％、施設等給付費が１７.５％の負担割合による負担金であります。

３項１目及び２目の地域支援事業交付金の収入済額は、介護予防・日常生活支

援総合事業及び包括的支援事業・任意事業のそれぞれの対象経費１２.５％分

と１９.５％分の県補助金であります。３目高齢者元気度アップ・ポイント事

業補助金の収入済額２５５万６千円は、元気度アップ事業商品券に係る県の補

助金であります。 

第６款財産収入１項１目利子及び配当金は、介護保険基金の基金運用に係る

利子であります。 

第７款繰入金１項一般会計繰入金の収入済額は４億４,９９７万９千円であ
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り、前年度比１.９％の増となりました。１目介護給付費繰入金は市が保険給

付費の１２.５％分、２目地域支援事業繰入金は介護予防・日常生活支援総合

事業費の１２.５％分、３目地域支援事業繰入金は、包括的支援事業・任意事

業費の１９.５％分をそれぞれ繰り入れたものであり、４目その他一般会計繰

入金は、備考欄に記載の職員給与費等繰入金及び事務費繰入金であり、職員及

び嘱託職員の人件費や一般管理に係る事務経費、北薩広域行政事務組合負担金

等の財源として繰り入れたものであります。５目低所得者保険料軽減繰入金は、

介護保険料軽減措置の保険料減額分を、国２分の１、県と市がそれぞれ４分の

１を負担したもので、平成２７年度からの措置であります。事項別明細書は３

２ページになります。２項１目介護保険基金繰入金の収入済額２,５９６万６

千円は、保険給付費の不足分として、必要額を繰り入れたものであります。 

説明書は２３ページ、事項別明細書は３３ページに入り、第９款諸収入３項

４目第三者納付金は、平成２８年に発生した交通事故に係る第三者行為損害賠

償納付金の納付があったものです。６目雑入のうち一般会計積立資産一部返還

金は、厚生労働省通知により、国保連合会における新たな積立資産の種類が示

され、積立金を積立資産として積立て直した残額を各市町村へ３年間で返還す

ることとされことによるものであります。 

以上で事業勘定を終わり、次に介護サービス事業勘定について御説明いたし

ます。 

介護サービス事業勘定は、地域包括支援センターの業務に係る経費であり、

要支援１と２に介護認定された方のケアプラン作成に係る経費が主なものであ

ります。 

それでは、歳出から御説明いたします。 

決算に関する説明書は３４ページ、事項別明細書は４５ページになります。

第１款総務費１項１目一般管理費の支出済額１,０４３万５千円は、地域包括

支援センターのケアマネージャー４人の人件費が主なものであります。第２款

介護予防サービス事業費１項１目介護予防給付事業費の支出済額４５万３千円

は、ケアプラン作成業務と地域包括支援センターシステムの保守点検料及び改

修負担金でございます。 

次に、歳入について御説明申し上げます。 

決算に関する説明書は３３ページ、事項別明細書は４４ページになります。

第１款介護サービス収入１項１目介護予防サービス計画費収入の収入済額１,

０７５万９,９００円は、ケアプラン作成に係る収入であり、新規９７件、継

続２,９７７件分になります。 

以上で認定第５号についての説明を終わりますが、よろしくお願いいたしま

す。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

ちょっとお尋ねいたします。事項別明細書何にも要らないですが。介護を受

けていらっしゃる方の奥さんの質問ですよ。わざれか介護保険料は高いという
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ことが一つですね、それと、それはもう仕方ないじゃないですかって言うたん

ですが、貯金通帳を持ってけえと言わっとよって。じゃっとや、そやもう持っ

とれば持っていかんこてはんと。なひけ、貯金通帳をわいも、ぜんななかごと

ひんならよって。そや老後のために貯めてきたっじゃっでつこてよかっおって、

言ったんだけど、そういう今の僕の会話のね、仕組みを教えてください。 

中野介護長寿課長 

特定入所者介護サービスの中で、施設に入所されてる方について、所得の低

い方に対して申請により住居費や食費が負担軽減される制度がございます。こ

れに対しまして、平成２７年度からだったと思いますけれども、いわゆる第１

段階から第４段階までございますが、その中で、住民税非課税世帯でも預貯金

等が一定額、単身であれば１千万円、夫婦であれば２千万円を超える方につい

てはこの軽減がきかないという制度というふうになっております。そのための

確認のために預金通帳等とお持ちいただいて、その確認をさせていただいてい

るところでございます。以上です。 

山田勝委員 

それはわかりました。例えば、非課税家庭の中でも、１千万円を超えなけれ

ば負担金としてするというわけですね。１千万を超えたらその分上がるけど、

１千万までは非課税家庭でいいんですよと、こういうことですか。 

中野介護長寿課長 

非課税の方で軽減が普通はかかるんですけれども、預貯金を多く持ってらっ

しゃる方についてはその課税がかからない。非課税の方で預貯金を１千万、あ

るいは２千万を超える方については普通の規定どおりお支払いをいただくとい

う形です。 

山田勝委員 

１千万持っておってもね、払わなくてもいい人もいるんだよ。一番、非課税

世帯の対象者であると、こういうことですね。貯金はあったとしても。１千万

超さんせかすれば。 

中野介護長寿課長 

非課税世帯の中で、１千万以下であれば軽減がかかるということでございま

す。 

野畑直決算特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

渡辺久治委員 

成果説明書の７９ページ、５款１項１目から３目ですかね、介護予防生活支

援サービス事業。この事業はもうずっと前からこういう形でやっておられます

か。 

中野介護長寿課長 

ここの部分につきましてはちょっと説明の中でもいたしたところなんですけ

れども、前からこれはあったところなんですけれども、実際、２款の給付費の

中から実は新たな総合事業ということで、訪問介護予防と訪問介護予防通所が

ですね。通所介護と訪問介護の部分が要支援１、２の方については、２款給付

費から対象外となって、５款のこの地域支援事業の中に入ってきたところでご
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ざいます。前からこの部分はあったんですけれども、その部分が若干数がです

ね、大きくなってきたというところでございます。 

渡辺久治委員 

居宅においてはすごく大事な、一番重要なところだと思うんですけれども、

前は家に健常者がいらっしゃればなかなか生活支援を受けられないという部分

があったと思うんですけれども、そのへんは今、どうなっていますか。 

中野介護長寿課長 

今お聞きする部分で少し制度的なものを申し上げますと、いわゆる介護保険

については要支援、あるいは要介護の認定を受けて、それにサービスの限度額

の設定がありますから、その部分については介護度の認定に応じたサービスを

使うことができます。ですので、申請をして利用をしたいという旨があればで

すね、そこでケアプランが作成されていろんな介護サービスを使うことができ

ます。その分は以前からも変わりません。ただ、委員がおっしゃる部分は、例

えば給食とか、あるいは介護手当等の部分について、何か介護者がいらっしゃ

ったりとか、そういった状況があるということで使えなかったりという部分で

はなかったかと思います。 

渡辺久治委員 

例えば、夫婦でおられれば１人が要支援、要介護だった場合、１人が健常者

というか、そういう老々介護の場合ですよ、なかなか生活支援が受けられない

というところがあったと思うんですが、今はどうなっていますかということを

聞いてます。 

中野介護長寿課長 

在宅での介護になりますと、やはりそういった形で夫婦でいらっしゃるとき

に、どちらかが介護ができる状況にある。そのときにはですね、それが基本に

なるんでしょうけれども、いわゆる介護度を持った方の限度額が、やはり先ほ

ど言いましたとおり、利用のサービス限度額が設定されますので、それはサー

ビスを利用しますと言ってもらえればですね、その範囲の中で利用はできると

いう形です。それをどの程度申請されるかの問題だと思います。 

渡辺久治委員 

それでは老老介護の場合、ある程度は介護保険に該当しないものであったと

しても、申請すればそれは受けられる、生活支援も受けられるということでい

いですかね。 

中野介護長寿課長 

何度も繰り返しになりますけれども、老老介護でもって、いわゆる介護度を

もった方についてのサービスを行うわけですので、利用が妨げられるとか、そ

ういったことではなくて、申請をしていただいて、必要な介護サービスを申請

していただいて、その方について利用していただくという形でございます。例

えばその範囲内であれば、これはいらないよと、そのサービスはいらないよと

いうようなことも。例えば、週に３回来れるところを２回でいいとかですね、

そういったことは申請をしていただいた中で、ケアプランの作成の中で話をし

ていただいて、そういったサービスの度合いになるということでございます。 

野畑直決算特別委員長 
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ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第５号について、審査を一時中止いたします。 

午前中の審査を一時中止し、休憩いたします。 

午後は１時２０分から始めます。 

（介護長寿課退室） 

 

（休憩 １２：１７～１３：２４） 

 

（介護長寿課入室） 

野畑直決算特別委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

ここで、午前中の質疑に対し、介護長寿課長から答弁を補足したいのと申し

出がありますので、許可いたします。 

中野介護長寿課長 

時間をいただきまして申しわけありません。午前中の最後のほうの渡辺委員

の質問に対する答弁に対して、私のほうも少し捉え方に間違いがありまして、

お詫びを申し上げますとともに一部補足して説明をいたします。 

先ほど渡辺委員からは生活支援型のサービスについて、老老介護等があって

も以前はサービスが利用できなかったが現在はどうかというような質問だった

と思います。委員がおっしゃいました生活支援型サービスとは、自宅を訪問し

て掃除、調理、買い物、洗濯等行う生活援助中心型の訪問介護であったと認識

いたします。実は、生活援助型の訪問サービスの請求をする単位を算定すると

きに、利用者がひとり暮らしであるか、または家族等が障害、疾病のため、利

用者や家族等が家事を行うことが困難な場合にその算定ができると。請求をす

るときにそういう条件があったんですけれども、その部分を捉えて多くの自治

体のところで同居家族がいる場合にはそういったサービスが使えないという取

り扱いがなされていたかというようなところでございます。ただ、現在におき

ましては、厚労省の通知で、生活援助等について同居家族等がいることのみを

判断基準として、一律機械的にサービスに対する保険給付の支給の可否につい

て決定することがないようにというような通知がございます。個々の状況があ

りますので、一律一概には言えませんけども、現在は同居家族がその役割を担

えるかどうか、その点を適切に判断してサービスの可否を決定しているところ

でございます。具体的にはケアマネージャーがケアプランの作成の過程で行う

アセスメント、状況調査によりその部分について判断をしているものでござい

ます。利用にあたってはケアマネ等に申し出ていただいて、ケアプラン作成の

ときによく御相談をしていただければと思います。 

もう一つ、ただ身体介護については先ほど私が申し上げましたとおり、介護

度によってその部分については介護度に応じてその限度額の中で利用できると

いうことでございます。申しわけありませんでした。よろしくお願いいたしま

す。 

（介護長寿課退室、企画調整課入室） 
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○認定第１号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

野畑直決算特別委員長  

次に、認定第１号を議題とし、企画調整課所管の事項について審査に入りま

す。 

課長の説明を求めます。 

山下企画調整課長 

認定第１号のうち、企画調整課の所管事項について御説明申し上げます。 

初めに、平成２９年度の企画調整課の主な事務事業について、主要事業の成

果説明書により申し上げます。 

成果説明書の８ページをお開きください。エネルギー構造高度化・転換理解

促進事業でありますが、再生可能エネルギーの導入可能性の調査や理解を促進

するための説明会等を実施したものであり、この事業により、導入に当たって

の基礎資料を得ることができ、課題の整理や事業への理解が図られたところで

あります。そして、この事業をもとに、本年２月に国のエネルギー構造高度

化・転換理解促進事業を活用することとして事業の要望を行いました。しかし

ながら、県内においては、県と薩摩川内市の事業が採択され、本市を含む他の

自治体の事業は不採択となりました。このことを受け、対応を検討してまいり

ましたが、再生可能エネルギーの活用のため、木質バイオマスの導入を進めて

いくこととし、国が行った再公募に対して、平成３０年度は設計業務を行うこ

ととして内容を見直した上で、５月に応募いたしました。この再応募に対して、

本年６月に全国で１４団体、県内では本市のみとなる採択の通知がありました。

この結果を受けて、平成３０年度は設計業務を行い、工事については改めて国

へ事業を要望し、今後の実施について検討していきたいと考えております。 

１１ページになりますが、移住定住促進補助事業では４９件、９８０万円を、

１２ページの定住促進木造住宅建築補助事業では６３件、１,４１５万８千円

を、１３ページの地域支え合い定住支援補助事業では２６件、４２０万円をそ

れぞれ補助しており、移住定住の促進や良好な地域社会の形成に寄与したとこ

ろであります。 

１４ページになりますが、地域づくり活動支援事業では、区や団体の活動等

に対して、５３３万２千円を交付し、この間の継続的な支援により、地域コミ

ュニティの活性化につながっているところであります。 

１５ページになりますが、乗合タクシー運行事業では、１,２３０回に渡っ

て、延べ２,４３４人の方々の利用をいただいたところであり、また、平成３

０年度から路線バスが廃止された地域についても、必要な会議や説明会等を開

催し、導入の準備を進め、４月から区域を広げて実施しております。 

１６ページになりますが、グループタクシー利用促進事業は１３５人の方に

利用券を交付し、運行回数は３,５３６回でありましたが、一定の経過期間を

経た上で廃止することとして、現在、高齢者等福祉タクシーが制度化されたと

ころであります。 

１７ページになりますが、阿久根で縁結び出会いサポート事業は、男女合わ

せて４８人の参加があり、６組のカップルが誕生したところでありますが、平
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成３０年度においては、民間団体等による取組を支援し、参加を促すこととし

ております。 

１８ページになりますが、結婚新生活支援助成事業は、結婚による新生活の

支援として実施し、１２組に対し助成したところでありますが、アンケートに

よれば結婚への直接的な動機付けとしての効果は少ないものと考えられたこと

から、平成２９年度をもって廃止することといたしました。 

最後に、１９ページになりますが、国際交流事業は民間団体の交流を機縁と

して、台湾台南市善化区との友好交流を進めるため、平成２９年５月に市長及

び担当職員が善化区を訪問し、友好交流締結に係る合意書の取り交しを行いま

した。また、第３回定例市議会で協定の締結に議決をいただき、さらに、１２

月には善化区から区長等３人が本市を訪れ、友好交流協定に向けたセレモニー

等を開催しております。 

これらの取組により協定締結に向けた環境が整い、本年４月２７日、台南市

において友好交流協定を締結し、観光、経済、文化、教育、体育等の分野にお

いて交流・発展に尽力することとされたところであり、良好な関係を保ちなが

ら官民連携を図って、広範な交流を進めていくこととしております。 

次に、決算の主な内容について、事項別明細書及び決算に関する説明書に基

づき御説明いたします。 

歳出から申し上げますが、事項別明細書は２２ページから２３ページにかけ

て、説明書は２７ページから２８ページにかけてとなります。第２款総務費１

項８目企画費は、予算現額２億６,８８３万円に対して、支出済額は１億８,６

２７万５,８１１円、執行率は６９.３％でありますが、不用額の主なものは、

ふるさと納税の実績による地域振興基金への積み立てであります。 

以下、節ごとに主なものについて御説明いたします。８節報償費は、総合戦

略事業検証会議や再生可能エネルギー事業検討委員会の委員の出会謝金が主な

ものであります。９節旅費は、再生可能エネルギー事業検討委員会の開催やア

クネ大使との意見交換、関東・東海・近畿の各地区の阿久根会への出席に係る

ものが主なものであり、不用額の主なものは、台湾台南市善化区との国際交流

事業や研修事業等の実績によるものであります。１１節需用費は、官庁速報の

購読、華の５０歳組歓迎レセプションや国際交流関係事務が主なものでありま

す。１３節委託料は、出会いサポート事業や再生可能エネルギー普及・啓発等

業務、再生可能エネルギーなどエネルギー構造高度化等に資する調査・研究事

業委託業務が主なものであります。１８節備品購入費では、原子力発電施設に

係る広報・調査等交付金を活用して、ワイヤレスマイクやプロジェクター等を

購入しております。１９節負担金補助及び交付金の主なものは、北薩広域行政

事務組合や各種協議会等への負担金、肥薩おれんじ鉄道経営安定化支援事業の

ほか、主要事業の成果で御説明いたしました事業に係る補助金であります。２

５節積立金は、寄附金等の実績により積み立てたものであり、その内訳は、説

明書の備考欄に記載のとおりであります。 

次に、事項別明細書は２８ページ、説明書は３３ページをお開きください。

５項統計調査費１目統計調査総務費は、予算現額８５６万５千円に対して、支

出済額は８３５万２,０８４円で、執行率は９７.５パーセントであります。そ
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の主なものは、職員１名分の人件費のほか、消耗品の購入や市民所得推計事務

に係る県統計協会への委託料であります。２目基幹統計調査費は、予算現額１

１６万２千円に対して、支出済額９８万８,１４４円で、執行率は８５.０％で

あります。その主なものは１節報酬であり、工業統計調査や就業構造基本調査

等に係る調査員等の報酬であります。 

次に、事項別明細書は３８ページ、説明書は４２ページをお開きください。

第５款労働費２項２目働く女性の家管理費は、予算現額４１７万３千円に対し

て、支出済額３８８万２,０８５円で、執行率は９３.０％であります。このう

ち、１節報酬は働く女性の家指導員１名分の報酬、７節賃金は働く女性の家の

夜間及び土曜日における管理人の賃金が主なものであり、８節報償費は年度中

に開催した市主催講座の講師謝金であります。 

以上で歳出を終わり、次に、歳入について御説明いたします。 

事項別明細書は６ページ、説明書は１１ページをお開きください。第１２款

使用料及び手数料１項８目１節労働使用料は、働く女性の家の施設使用料であ

ります。 

次に、事項別明細書は８ページ、説明書は１３ページをお開きください。１

３款国庫支出金２項１目１節総務管理費補助金のうち企画調整課所管分は、説

明書の備考欄記載の社会資本整備総合交付金、結婚新生活支援助成事業費補助

金、エネルギー構造高度化・転換理解促進事業費補助金であり、このうち、社

会資本整備総合交付金には、平成２８年度から繰り越した市民交流センターに

係る３億３,６００万円が含まれております。 

次に、事項別明細書は１０ページ、説明書は１５ページをお開きください。

第１４款県支出金２項１目１節総務管理費補助金は、原子力発電に係る住民広

報等調査費として交付される広報・調査等交付金や電源立地地域対策交付金、

原子力発電施設立地地域基盤整備支援事業交付金が主なものであり、電源立地

地域対策交付金は阿久根小学校プールろ過機整備事業など９つの事業に活用し、

原子力発電施設立地地域基盤整備支援事業交付金は、市道整備事業等へ充てる

こととして市有施設整備基金に積み立てております。 

次に、事項別明細書は１２ページ、説明書は１７ページをお開きください。

３項１目５節統計調査費委託金の主なものは、就業構造基本調査や住宅・土地

統計調査に係る委託金であります。 

次に、事項別明細書は１３ページ、説明書は１８パージから１９ページにか

けてとなります。第１５款財産収入１項２目１節利子及び配当金のうち、企画

調整課所管分はふるさと創生基金、人材育成基金、地域振興基金に係る利子で

あります。 

次に、事項別明細書は１４ページとなります。第１６款寄附金１項２目１節

総務管理費寄附金は、一般寄附金２件の１２０万円と、いわゆる企業版ふるさ

と納税に係る６件の寄附金１５０万円、合計２７０万円であり、寺島宗則旧家

保存活用プロジェクトに活用するため、ふるさと創生基金に積み立てるなど行

ったものでございます。 

次に、事項別明細書は１５ページにかけてとなります。第１７款繰入金１項

５目１節ふるさと創生基金繰入金２千万円は、映画「かぞくいろ」上映の協賛
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負担金として、また、１０目１節地域振興基金繰入金のうち、企画調整課所管

分は１,９５８万４千円であり、寺島宗則旧家の用地建物の購入のほか、各種

事業へ充当しました。 

次に、事項別明細書は１６ページ、説明書は２１ページになります。第１９

款諸収入５項４目２０節雑入のうち、企画調整課所管分の主なものについて御

説明いたします。説明書の備考欄の下から４行目のコミュニティ助成事業助成

金は、大下区のコミュニティセンターの整備などに対して交付されたものであ

り、次の２２ページの上から８行目の場外車券売場設置市地元協力金は、サテ

ライト阿久根の場外車券の売上げの０.３５％が地元協力金として納入された

ものであります。その１１行下の乗合タクシー事業国庫補助金事業者精算返納

金は、乗合タクシー運行事業者に交付された前年度の運行実績に対する国庫補

助金について、市から交付している乗合タクシー運行事業補助金と重複する分

が返納されたものであり、下から４行目の移住定住促進補助金返還金とその下

の地域支え合い定住支援補助金返還金は、補助金交付後市外に転出された方に

係る返納分であります。 

以上で説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

大田重男委員 

主要事業の成果説明書のですね、１１ページ、２款１項８目移住定住促進補

助事業なんですけど、これは県内でもですね、阿久根が先駆けてつくった事業

だと思ってるんです。２９年度がですね、新規に１０件ということなんですけ

ど、この中で高齢化比率のですね、高い地域に何件ぐらいあったのか、ちょっ

と教えてもらいたいんですけど。わかる範囲でいいです。 

課長、わからんかったらあとで出してもらえばいいけど。 

山下企画調整課長 

お尋ねは、移住された方で、例えば高齢化率が５０％以上の区に移住された

方がいらっしゃるかと、２９年度、こういう趣旨であったかと思います。高齢

化率５０％の区に移住された方はいらっしゃらないというところでございます。 

大田重男委員 

高齢化比率の高いところに何とかしてほしいと思ってるんですけど、現状と

課題でですね、これは３１年度までで終わりになるんですけど、これとまた定

住促進木造住宅建築、これも３１年度までなんですよね。だから、今度、この

補助制度のあり方について検討するということなんですけど、他市ではですね、

高齢化比率の高いところには、県内ですよ、ある市で２００万円の補助をしよ

うとか、そういうものは出ていますから、今度は移住定住促進、また、定住促

進木造住宅ですね、そういった補助制度みたいなやつをつくるんだったら、そ

の辺のことを検討してもらいたいと。高齢化比率の地域というのは空き家も多

いんですよ。それは増改築して、リフォームして住めますから、その辺のこと

も考慮してもらえたらと思っています。以上です。 

野畑直決算特別委員長 
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ほかにありませんか。 

竹原信一委員 

事項別明細書の２２ページをお開きください。２款１項１目９節旅費、当初

金額が３５４万で、支出済が１８１万、こういう感じで。この差額の原因とい

うのはどんなふうに考えていますか。 

山下企画調整課長 

旅費の不用額の主なものについては、先ほど申し上げましたとおり、国際交

流の実績でございますとか、それから再生可能エネルギーの会議の実績、当初

予定していた回数よりも少ない回数実施したことなどから不用額を生じたもの

でございます。 

竹原信一委員 

台湾との協定の件ですけれども、あそこと、善化区か、との協定を結んでい

る自治体はほかにも多数あろうかと思いますが、そういった協定を結んだあと

の成果、そういったものについては調査をされたでしょうか。 

山下企画調整課長 

善化区と交流協定を結んでいる自治体がほかにあるかは承知しておりません

が、同様の海外と交流をしている自治体の状況を確認いたしました。例えば隣

の出水市では韓国や台湾と交流協定を締結しておりますけれども、相互の訪問

であるとか、青少年のホームステイの受け入れ、こういったことをされたり、

また、産業祭等には現地の品物等を紹介して販売されていると、こういった交

流等がされているということは確認いたしております。 

竹原信一委員 

やっぱり計画をたてて実行するときにはですね、成果の見通しをたてなきゃ

いかんわけですよ。それをやったあとどのような成果を出しているのかという

ことを確認していかないかんし、また、協定した向こう側、阿久根市は議会も

行きましょうみたいな話が出てきたりしてますけども、向こうの行動の予定と

いうか、そういったものも調査をされているでしょうか。 

山下企画調整課長 

実は本年４月に善化区を訪問いたしました。その際、今後のいろんな交流に

ついても協議をいたしております。今年度は私どもは高校生を善化区に短期間

ではございますが派遣し、向こうの文化に触れていただくようなことを予定し

ております。また、善化区のほうからは今後当市に来て、テーマを決めて行政

レベルで、例えば防災であるとか、医療であるとか、こういったことでの意見

交換をしたいと、こういったお話もございました。今後、これらについては向

こうとも調整を行いながら交流を深めてきたいと、このように考えております。 

竹原信一委員 

ほかの自治体も協定などを結んで行動しているのであれば、そいったものが

どのような成果をあげているか、また失敗も含めてですよ、調査をして、自分

たちがどうすべきだということももっと積極的にやっていかないかんはずです

が、どうでしょうか。 

山下企画調整課長 

成功している協定を締結した自治体の取り組みについては、我々も今後取り
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組みをしていく上で参考にしていきたいと思っておりますし、その中でどのよ

うな課題があったのかも今後他の自治体についても調査等をしながら、整理を

していきたいと、このように考えております。 

竹原信一委員 

本来は、協定前にそういうことはせないかんのですよ。終わります。 

白石純一委員 

成果説明書の１９ページ、２款１項８目、ただいま質問にもありました台湾、

善化区の交流ですけれども、具体的に２９年度の成果として本年度高校生を派

遣されるということですが、具体的にはいつごろ、どういう形でというのはあ

るんでしょうか。 

山下企画調整課長 

これは本年度の３０年度の事業でございますが、年内に、１１月ごろ予定し

ておりますが、鶴翔高校生を派遣をしたいというふうに考えております。 

白石純一委員 

何名ぐらいですか。 

山下企画調整課長 

８名ほどを予定しております。 

白石純一委員 

次の質問ですけれども、同じく成果説明書の１５ページ、２款１項８目、真

ん中ほどの事業実施状況の内訳でですね、上から３つ目、尾崎、弓木野地区が

８回で１０人、一番下の脇本西部が２回で２人。こういった非常に利用が少な

い地域において、具体的にどのようにされるか方針は定まっていますでしょう

か。 

山下企画調整課長 

乗り合いタクシーは公共交通機関がない地区において、一定の手続を経てオ

ンデマンドでタクシーを予約制で運行する事業でございます。地区によっては

利用の回数等に差があるところでございますけれども、これらはもともと事業

の需要と言いますか、人口等も少ない、対象地区が限られているということで

厳しい状況にあるのかなとは思っております。ただ、予約での運行でございま

すので、個別の経費が発生するものではございませんが、引き続き地区の方々

に制度の利用等についてピーアールすることが大事だと思っております。 

竹原恵美委員 

成果説明書の１０ページ、２款１項８目です。華の５０歳組の継承支援事業。

現状と課題に書いてあるとおりなんですけれども、これ、お金をどんなふうに

渡して、その仕上げとして経費はどのように使われたという報告を受けたもの

なんでしょうか、教えてください。 

山下企画調整課長 

このことについては、現状と課題の中に書いておりますように、主に開催の

事務経費を補助対象としております。実施したあとには実績報告を受けて内容

の確認をいたしております。 

竹原恵美委員 

それではこの金額よりも減であった、利用が減であったときには返還という
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ことも行われているんでしょうか。最初の設定としての渡し方があるかと思う

んですが。 

山下企画調整課長 

この事業については精算払いといたしております。したがって実績を確認し

てお支払いをしております。以上でございます。 

竹原恵美委員 

それでは必要経費だけが払われていると思われるのですが、そこからは文章

のとおりのＳＮＳ等の簡易な方法で、お金のかからない方法の連絡の取り方も

あるということがあるので、実績払いであれば課題としての見方がよう理解で

きないんですけれども、どういうことを改善すべきというふうな理解をしたら

いいですか。 

山下企画調整課長 

この事業につきましては、節目のとしに５０歳の前段としてお集まりになる

同窓会の開催の事務経費を支援しようとするものでございます。事務経費は開

催についての対象者との連絡経費が主なものだと思っておりますけれども、連

絡手段がいろんな媒体での連絡が可能になっている状況の中でございますので、

従来どおり、こういった連絡経費を補助対象とすることが実際に効果的である

のかどうか、必要なのか、そういったことも検証する必要があるのかなという

ふうに考えているところでございます。 

竹原恵美委員 

わかりました。今、渡すからお金のかかる方法ではなくて、かからない方法

も一緒に検討いただければ、方向性としてはわかりました。 

ではもう一つ教えてください。成果の１７ページの２款１項８目です。阿久

根で縁結び、出会いサポート事業ですが、民間団体における取組を支援という

ふうに変化したんですが、どのように変化したんでしょうか。 

山下企画調整課長 

これは本年度の当初予算の折にも御説明をさせていただいているかと存じま

すが、民間団体で実施をされる婚活イベントに、市が必要な助成をすることに

よってより参加しやすい環境をつくろうと、こういうことでございました。こ

のような観点から今年度も実は民間事業によるイベントが予定されております。

こういった民間団体等による取り組みを支援していきたと、このように考えて

おります。 

竹原恵美委員 

利用者にとって利用しやすくっておっしゃったところの、今までと違うメリ

ットがあったと言われるところを知りたかったんですけれども、それはいかが

ですか。 

山下企画調整課長 

メリットと言いますか、今度の取り組みにもなってきますので、今後、市が

行う場合と民間団体等が行う場合でどちらが参加しやすいかというのは検証し

ていく必要があるかと思っております。この間、市で行ってまいりました婚活

イベントは、バーベキュー大会に合わせて実施をするなどの方法をとってまい

りました。いろんなアンケートの中では、例えば男性の方が少のおございまし



 

- 37 - 

たけれども、多くの方が集まるイベント合わせて、そこに参加することについ

て、場合によってはためらいを覚える方もいらっしゃったのではないかと思っ

ております。したがって、民間団体の自由な発想で開催されるイベントに参加

されるほうがあるいは参加が図られるのではないか、このような目的で見直し

をしていきたいというふうに考えているところでございます。 

竹原恵美委員 

はい、わかりました。増加が見込めることを期待しております。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

渡辺久治委員 

成果説明書の１４ページ、２款１項８目、地域づくり活動支援事業について

教えてください。２９年度は５１区、７団体、５８件で５,３３２万円ですけ

れども、この事業の１件当たりの限度額というか、そういうのは決まってます

か。 

山下企画調整課長 

限度額は１件当たり２０万円でございます。 

渡辺久治委員 

２０万円ということは、こう割りますと１件当たり９万円ちょっとなんです

よね、今、この５８件で割りますと。１件当たりの交付金がですね。これは半

分にも満たないんですけれども、この辺はどんなふうに考えておりますか。 

山下企画調整課長 

若干事業の中身を申し上げさせていただきたいと思います。この地域づくり

活動支援事業は、例えばごみステーションなどの整備を行うハード事業、それ

から地域のいろんな敬老会であるとか、イベント等を行うソフト事業、こうい

ったものに対して交付をしております。それぞれ上限額が２０万円ということ

でございます。若干、その内訳を申し上げますと、ハードとソフトに限って申

し上げますが、２９年度はハードで１７件の申請がございまして、２１９万６

千円の補助を行っております。また、１団体に９万９千円の補助を行っており

ます。ソフト事業としては集落で４６、それから団体で７補助を行っておりま

して、集落の分は１９１万１千、団体の分が３３万５千円と、こういった個別

の内容に応じて補助をしておりまして、それぞれハードとソフトで２０万円の

限度額が設定されているということでございます。 

渡辺久治委員 

この補助金の支給の仕方なんですけれども、これは申請があって、事業が終

了してから出されると伺っておりますけれども、そのとおりでよろしいですか。 

山下企画調整課長 

そのとおりでございます。実績報告を受けて交付をいたしております。 

渡辺久治委員 

私からしますと何か使い勝手が悪いと言いますか、実際、予定の予算を出し

て、実際支給されるのは一番最後ですよね。結局、その間は立てかえとかそう

いうのが出てくるわけですね。だからどうしても使い勝手が悪くて半分ぐらい

しか使われないんじゃないかというふうに思います。私はこの地域支援事業は
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すごくいろんな、使いようによっては効率的に使ったら地域のためになると思

うんですね。そういう意味では概算払いして、その上で最後に終わったときに、

余ったら返してもらうというふうにしたほうが効率的に使われると思うんです

が、いかがでしょうか。 

山下企画調整課長 

一つの御提案だと思っております。この事業については私どもも、今区長会

とも事業のあり方について協議を行っております。今後どういう形で進めてい

くのか、協議を進めていきたいと思っております。ただ、概算払いをいたしま

すと、その後、過不足についての清算手続も出てまいります。もう一つ、別途

新たな手続が発生するということもございますので、こういったことも含めて

どういう形がより利用しやすい制度になるのか、協議を進めていきたいと思い

ます。 

渡辺久治委員 

もちろん補助金は不正に使ってもらってはいけませんので、その辺はきっち

りやってもらわなきゃいけないんですけれども、やはり使い勝手のいいほうに

してもらいたいと。であるからその後の補助金のあり方を検討する必要がある

と。これはやっぱし適切に使われてないというか、使い勝手が悪いからという

ふうに私は理解しますので、今後の考え方はよろしくお願いします。以上です。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、企画調整課所管の事項について、審査を一時中止

いたします。 

（企画調整課退室） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １４：０５～１４：１５） 

 

（農政課入室） 

野畑直決算特別委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開します。 

ここでお知らせいたします。福祉課から本日の質疑に対する資料の提出があ

り、配布いたしましたので、御確認をお願いします。 

次に、認定第１号中、農政課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

園田農政課長 

農政課所管分について、御説明いたします。 

地域農業を取巻く環境としましては、年齢とともに離農する農業者も増加し

てきており、それに加えて後継者を含めた担い手が不足、遊休農地の増加や温

暖化等に伴う異常気象により作物への影響など厳しい状況にあります。そこで、

地域農業を将来にわたって持続可能なものにしていくため、人と農地の問題を

解決するための地域の徹底的な話し合いを行い、未来の設計図である人・農地
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プランの見直しを行い、また、地域担い手への農地集積･集約を図る農地中間

管理事業を基本に各種事業を展開し、農政課職員一丸となって各種事業を推進

しているところでございます。 

それでは、初めに新規事業等に係る事業の執行による効果等について、御説

明いたします。歳入歳出決算事項別明細書の４０ページ、決算に関する説明書

は４４ページをお願いいたします。 

まず、農政管理係の６款１項３目農業振興費１９節負担金補助及び交付金の

うち、決算に関する説明書の上から３行目、果樹苗木購入補助事業の９８万２,

４００円につきましては、県の重要品目である大将季の産地化、県産地ブラン

ドである紅甘夏のブランド力強化、阿久根市の木である文旦の産地保全のため、

それぞれ苗木購入費用の一部、２分の１を補助し、生産農家の負担軽減、将来

の所得向上を図ったものであります。 

次に、農村振興係についてですが、事項別明細書は４１ページ、決算に関す

る説明書の４５ページになります。１点目は、５目農地費１５節工事請負費、

決算に関する説明書の上から６行目にあります飛松地区フラップゲート取替工

事ほかの９２８万５千円は、土地改良施設維持管理適正化事業により、経過年

数により劣化していた飛松地区湛水（たんすい）防除施設の招戸（まねきど）

ゲート並びに折多排水機場のスライドゲート電気配管の取替工事をそれぞれ行

い、機能回復を図ったところです。２点目の、決算に関する説明書の上から８

行目にあります折口地区安全施設設置工事ほかの４３３万４,６００円のうち、

３２６万円は県単農業・農村活性化推進施設等整備事業により、折口東地区国

道３号から折多地区集会施設に続く農道折口東２号線が、崖に面していたこと

からガードレールを設置し、本農道を利用する住民の安全確保を図ったところ

です。 

それでは、これより決算内容の説明に入ります。まず、歳出から御説明いた

します。事項別明細書の３９ページ、決算に関する説明書の４３ページをお願

いいたします。 

６款農林水産業費１項２目農業総務費２節給料から４節共済費までは、職員

１４名分の人件費であります。８節報償費１４６万６,２８０円は、小組合長

謝金であります。２９年度は９５小組合に対し、支給したものであります。次

に、３目農業振興費でありますが、事項別明細書は４０ページになります。１

節報酬６７０万１,４００円は、農業専門指導員３人分の報酬が主なものであ

ります。１９節負担金補助及び交付金は、主に阿久根市の農業振興策に係るソ

フト事業に要する経費で、国や県の補助事業のほか、市の単独事業等の取組に

対し補助金等を交付しているものであります。主な事業として、決算に関する

説明書の下から１２行目、鳥獣被害防止対策協議会の１,００８万９,２００円、

下から４行目、活動火山周辺地域防災営農対策事業の５,１２９万９千円、次

ページの４４ページの１行目、農地中間管理事業推進に係る機構集積協力金交

付金の１,７５２万８,１００円、７行目、交付金の中山間地域等直接支払推進

事業の７７１万４,０５９円と、壮年世代新規就農者支援事業の３５０万円、

その下の行の青年就農給付金の１,７０５万１,６５０円など２４事業でありま

す。不用額１９１万８,９１４円は、当該、節内にある２４事業の予算執行残
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額でありますが、中でも、連作障害対策土壌消毒事業の５８万８１８円と、農

業・農村活性化推進施設等整備事業における４０万８千円が主なものでありま

す。 

次に、４目畜産業費ですが、事項別明細書は４０ページになります。１９節

負担金補助及び交付金のうち、食のまち阿久根ブランド力強化事業の５０３万

７千円につきましては、県の地域振興推進事業を活用し、昨年１０月８日開催

された第２回華のＢＢＱＡＫＵＮＥであり、２,８００名を超えるお客様に御

来場いただき、阿久根の豊富な食材など市内外に情報発信され、交流人口の増

加、市内産業の活性化にもつながったところです。議員の皆様方にも、チケッ

トの購入を含め御協力いただき、誠にありがとうございます。今年度も、開催

当日まで残り僅かになり、台風２５号の接近も心配されるところですが、当日

の成功に向けて準備を進めております。２１節貸付金３千万円につきましては、

肥育用の和牛、乳牛及び豚の素畜(もとちく)を導入された畜産農家の経営安定

のために、市が資金を融資した金融機関に対し、元金を貸付けたものでありま

す。 

次に、５目農地費になります。事項別明細書は４１ページにかけてでありま

すが、１３節委託料の７６３万６,８８４円につきましては、平成２８年１２

月に高松川漁業協同組合より、波留地区の臼田頭首工に魚道設置の要望が出さ

れたため、平成３１年度の実施に向け実施計画書作成業務と、それに伴う地質

調査業務を実施、また、折多排水機場維持管理業務など農業用施設の維持管理

業務を実施したものであります。 

次に、決算に関する説明書は４５ページになりますが、１５節工事請負費の

１,６４７万８００円は、飛松地区フラップゲート取換工事の７９８万９千円、

折多排水機場電気配管取換工事１２９万６千円、折口地区安全施設設置工事の

３２６万円、陳之尾地区排水路浚渫工事の１０７万４,６００円、折多排水機

場導水路浚渫工事１９１万１,６００円、瀬之浦上地区排水路改修工事の９３

万９,６００円になります。１９節負担金及び交付金のうち、負担金について

は、阿久根市の農業振興策のためのハード事業に要する経費であります。ほと

んどは県に事業実施していただき、市は負担金を支払っているものであります。

支出済額が１００万円以上の事業につきまして説明させていただきます。農村

地域防災減災事業２４５万円は、桐野上地区の排水路が整備されていなかった

ことから、降雨のたび発生してきた農地浸食など被害を防止するため、県営事

業の排水路整備に対する負担金であります。次に、農業競争力強化基盤整備事

業（中山間型）南部地区１,６７３万６千円は、平成２８年度に事業採択を受

け、県営での事業がスタートした平成２９年度分の負担金であります。次に、

市単独土地改良事業の３０４万６,６８０円は、地元発注の農道、用排水路、

生活道路等の改修に対して市が補助するもので、２地区の農道舗装工事に対す

る補助金です。 

次に、交付金の１,７５５万６,９６８円は、多面的機能支払交付金であり、

農地や用排水路、農道などの農村環境資源を将来にわたって地域が適切に守っ

ていくために、地域共同による農地・農業用水等の基本的な保全管理活動を実

施する地域に対して交付されるもので、平成２９年度は、折多校区の自然を守
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る会ほか２５活動組織が交付金を受けられたものです。 

次に、７目ダム管理費は、高松ダムの洪水対策の調節や高松川流域に設置し

てあるダム関連施設等の維持管理及び保守点検等の管理業務費であります。１

１節需用費の支出済額１２３万２,０５１円につきましては、高松ダム管理事

務所のほか、流域の各警報局、水位局、雨量局等の電気料が主なものでありま

す。１３節委託料の支出済額１４２万５,８１６円につきましては、高松ダム

の無線設備保守点検業務委託１３５万円が主なものであります。 

次に、９目農林業振興センター費でありますが、事項別明細書は４２ページ、

決算に関する説明書は４５ページ、一番下から４６ページにかけてになります。

農業専門指導員報酬と臨時職員の賃金が主なものになります。２年目を迎えた

営農講座につきましては、男性８名、女性１０名の合計１８名が受講され、農

業の基礎、機械の取り扱い、季節野菜の管理など、講義研修と実証を交えた指

導を行いました。受講生の皆さんは、専門的な技術の習得ができ、熱心に受講

していただいたところです。次に、事項別明細書は４３ページにかけてになり

ますが、１０目農村環境改善センター管理費のうち、１５節工事請負費の支出

済額６４万８千円は、農村環境改善センターの駐車場が土手に面して危険であ

ったため、転落防止用のガードレールを設置し、利用者の安全性の向上を図っ

たものです。 

１１目西目地区集会施設管理費１３節委託料３３７万５,５０１円のうち主

なものは、施設管理業務３２４万５,９０１円であります。 

次に、１３目折多地区集会施設管理費１３節委託料２１５万４,１６８円の

うち主なものは、施設管理業務１９２万５,７４８円であります。 

次に事項別明細書は６５ページ、決算に関する説明書は６７ページをお開き

ください。１１款災害復旧費４項１目単独農業施設災害復旧費１３節委託料の

１７８万２千円は、波留地区の臼田頭首工工事に係る測量設計であります。１

５節工事請負費５４６万２,６４０円は、施設災害１３カ所、農地災害４カ所

で計１７カ所を実施し、２目補助農業施設災害復旧費１５節工事請負費２,６

９９万８,４００円は、波留地区の臼田頭首工施設災害ほか６カ所、農地災害

２カ所で計９カ所を実施しました。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について、御説明いたします。事項別明細書

は４ページ、決算に関する説明書の９ページをお願いいたします。１１款分担

金及び負担金１項１目農林水産業費分担金１節農業費分担金の収入済額１９９

万３,６６３円は、県営事業阿久根南部地区と農地災害復旧事業費の事業実施

に伴う受益者負担金であります。 

次に、事項別明細書は５ページ、決算に関する説明書の１０ページになりま

す。１２款使用料及び手数料１項４目農林水産業使用料１節農業使用料の収入

済額１１０万６,０７３円は、農村環境改善センター、西目地区集会施設、折

多地区集会施設の会議室及び冷暖房等の使用料などであります。 

次に、事項別明細書は１０ページ、決算に関する説明書の１５ページになり

ます。１４款２項５目農林水産業費県補助金１節農業費補助金の収入済額１億

２,８２９万３,９８９円のうち、農政課所管に係る主なものは、決算に関する

説明書の１６ページにあります、中山間地域等直接支払制度事業費の５７８万
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５,５３７円、農業・農村活性化推進施設等整備事業の４７５万８千円、活動

火山周辺地域防災営農対策事業の５,１２９万９千円、青年就農給付金事業費

の１,７０５万１,６５０円、鳥獣被害対策実践事業費の１,００２万４千円、

多面的機能支払交付金の１,３３５万７２６円、機構集積協力金交付事業費の

９８３万４,７４０円、地域振興推進事業費の２５１万８千円などで、合計１

５件の事業費補助であります。 

次に、事項別明細書は１１ページ、決算に関する説明書の１７ページをお願

いいたします。１０目災害復旧費県補助金ですが、補助災害施設災害７カ所、

農地災害２カ所に対する補助金２,５５６万７,６２２円であります。次に事項

別明細書は１２ページなりますが、３項５目農林水産業費委託金１節農業費委

託金の収入済額８２万８,４８０円のうち、農政課所管に係るものは、海岸保

全区域に指定された折口海岸及び飛松海岸の管理に対する県からの委託金１８

万２千円と、県営農地防災減災事業桐野上地区、及び、経営体育成基盤整備事

業（中山間地域型）阿久根南部地区の実施に伴う公共用地取得に対する業務費

２７万６,４８０円、市町村権限移譲交付金１０万９千円を県から受けたもの

であります。 

次に、事項別明細書は１３ページ、決算に関する説明書は１９ページをお願

いいたします。１５款財産収入２項１目不動産売払収入１節土地建物売払収入

の収入済額のうち、農政課所管はハウス施設整備を予定されていた桐野地区の

果樹農家に、市有地の一部を払い下げしたことによる収入５５万７,５００円

です。 

事項別明細書は１４ページなりますが、３目生産物売払収入１節生産物売払

収入の収入済額のうち、農政課所管に係るものは、農林業振興センターの２０

１万５,１６４円で、農林業振興センターの花き類の苗、切り花及び園芸作物

等の生産販売収入であります。 

次に、事項別明細書は１６ページ、決算に関する説明書は２０ページになり

ます。１９款諸収入３項２目農林水産業費貸付金元利収入１節農業費貸付金元

利収入の収入済額３千万６千円は、素畜導入資金として、ＪＡ鹿児島いずみへ

貸し付けた元金の受入額３千万円と元金に対する０.０２％の貸付金利子６千

円の受入額であります。 

４項４目１節農業費受託事業収入の収入済額のうち２９０万４千円（訂正あ

り）は、農地中間管理事業事務委託費になります。 

次に、決算に関する説明書は２１ページになります。５項４目２０節雑入の

うち、農政課所管分の主なものは、下から６行目の折多排水機場電気配管取換

と飛松地区フラップゲート取替の工事に対する県土地改良事業団体連合会事業

交付金１,０３５万円と、下から２行目の特定野菜等供給産地育成価格差補給

事業に係る返戻金９万５,６１０円、決算に関する説明書の２２ページ、下か

ら１６行目にあります売電収入１２万７,５５８円であります。 

次に、事項別明細書は１７ページ、決算に関する説明書は２３ページをお願

いいたします。２０款市債１項５目農林水産業債１節農業債の収入済額１,４

２０万円は、農業・農村活性化推進施設等整備事業債が１６０万円で充当率１

００％、県営農地整備事業債が１,０４０万円で充当率１００％、農村地域防
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災減災事業債２２０万円で充当率９０％となっているところです。 

その他、各種事業の成果等の説明につきましては、別冊の主要事業の成果説

明書８９ページから１２２ページを御参照ください。 

以上で、農政課所管についての説明を終わりますが、よろしくお願いいたし

します。 

すみません。先ほどの説明に誤りがございました。決算に関する説明書の２

０ページになります。１９款４項４目１節農業費受託事業収入のうち、農地中

間管理事業の受入額を２０９万４千円とお伝えいたしましたが、２９０万４千

円の訂正をお願いいたします。 

野畑直決算特別委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

竹原信一委員 

決算に関する説明書の４３ページ、下から１２行当たりの鳥獣被害防止対策

協議会、１,００８万９,２００円、これはいかくらに払われた金なんでしょう

ね。どうなんですか。 

園田農政課長 

この補助金につきましては、最終的には捕獲協会と捕獲者に対して支払われ

るものですが、内訳としましては、はこわなの購入９７万１千円と、田代地域

がワイヤーメッシュの囲いさくを整備した中で、その材料費を１０７万８千円、

そして鳥獣の捕獲に対しての補助は６７９万３,２００円となっております。 

竹原信一委員 

その中身が正しく使われたということは、一つ一つ確認されているんでしょ

うか。 

園田農政課長 

この補助金につきましては、前期・後期に分けてお支払いをするわけですが、

前期分はこれまでの議論の中で事務費と捕獲者にお支払する分と、割合を決め

てそれぞれお支払しておりましたけど、それぞれいろんな疑義も生じた部分も

ありまして、後半は個人の方々に直接お支払いをしております。 

竹原信一委員 

一つ一つ丁寧に確認はされてはいなかったということで、個別に払うように

なったと理解しておりますけれども、今後はこれはどういうふうな取り扱いに

なるわけですか。金額的にも同じような調子でいくんですかね。 

園田農政課長 

金額につきましては、国が示した要綱等に従い、捕獲頭数に従いましてお支

払いをしますけど、今回、捕獲協会の役員が改選されまして、捕獲協会の方々

には直接、協会が代表して頭数をこちらにお示しいただきまして、そちらにお

支払することとしております。そして、そのあとは個人にそれぞれお支払いを

されるということです。 

竹原信一委員 

直接、市からではなくて、やっぱりその捕獲協会を経由するということなん

ですね。 
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園田農政課長 

一部の捕獲者に対しては、直接こちらに写真、あるいは捕獲された鳥獣の尾

をお持ちいただいて、こちらで確認して、個人個人にお支払いたします。あと、

支払方法につきましては、先ほど協会にというお話をしましたけど、実際は協

会が捕獲の証をこちらに示していただいて、個人個人の通帳に振り込むことと

しております。 

竹原信一委員 

今の説明で、最初、一部の捕獲者については市が払います。それどういう意

味ですかね。全部じゃないというその話はどういうふうに区別すればいいんで

しょうか。 

園田農政課長 

捕獲確認の写真撮影等をジビエ肉等に活用される皆さんは、一度いかくらの

ほうにそれを搬入されます。そこで、協会のほうがまとめて写真を撮影をして

いただいて、その協会のほうからですね、まとめてそちらを提出いただくとい

うことになっております。ただ、ジビエ活用をしないという狩猟者の皆さんに

つきましては、いかくらに持ち込みをされませんので、直接その写真を個人個

人で撮影されて、その尻尾を切って農政課のほうに持って来ていただくように

なっております。 

竹原信一委員 

じゃあ今年度はここの部分の数字、金額というのはどれぐらいになると見込

んでおりますか。 

園田農政課長 

昨年の実績が６７０万程度でございますけど、いろいろ活動の方針等、捕獲

者の皆さんが話し合いをする中で、捕獲に行けなかった期間とか出てまいりま

した。その中で２割程度は減るんじゃないかと考えております。 

竹原信一委員 

今後のことなんですけれどもね、根本は鳥獣被害を防止するということが阿

久根市の補助金をとまったりなんなりしてて、動きがとれなくなっている状況

がありますけども、これはどういうふうにして改善していくつもりなんですか。 

園田農政課長 

農政課としては、やはり農作物の被害対策が一番の目的でありますので、国

のこの補助金ですが、こちらはこれまでどおりお支払いしながら、また捕獲協

会のほうにその捕獲協力をお願いしていくということにしております。また、

先ほど申しましたワイヤーメッシュ、あるいは市の単独の電気さく等の購入の

事業もさらに広報等しまして、農作物の被害対策を行ってまいりたいと考えて

おります。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

中面幸人委員 

２点ほどお尋ねいたしますが、主要事業の成果説明書のまず８９ページです

ね。６款１項３目で、活動火山周辺地域防災営農対策事業でございますが、こ

の目的の中でですね、３戸以上の農業者団体ということになっておりますけど、
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これはやっぱり、例えばイチゴをつくっているああいう団地とか、そういうと

ころに限られるんですかね。 

園田農政課長 

作物についてはイチゴに限らずですね、地域の産物であります豆類、あるい

は柑橘類、各種品目が対象にはなってきたと考えております。 

中面幸人委員 

そうした場合に、例えば、３戸以上、３人以上ですから、例えばその３人が

それぞれ例えばそういうハウス園芸ですね。そういう人たちでないとこの事業

はできないということになるんですかね。３名というのが３名とも例えばそう

いうハウスによる園芸をしている人たちということに限られるんですか。 

園田農政課長 

この事業の目的が、安定生産、安定収穫というところになりますので、３戸

以上の農家の皆さんがですね、施設園芸を取り組んでいただいて、安定した生

産に目標をおいていただくというのがこの事業の目的となりますので、議員が

おっしゃるようなことになります。 

中面幸人委員 

例えばまあ、ある程度大きい面積で、例えば長年使っている既設のハウスが

古くなってやり直そうという場合に、一人ではできないちゅうことですね。 

園田農政課長 

はい、そうなります。 

中面幸人委員 

あと一つだけですね、今度は同じく説明書の中の１０２ページです。６款１

項３目になりますが。この事業の目的でございますけれども、例えば、当然、

阿久根市内にある耕作地、田んぼであったり、畑であったりということの中で、

例えば阿久根市外の人たちが来て、そこを新たに、例えば耕作放棄地になって

いるところを新たに開拓してやろうという、阿久根市以外の人が来てもこれは

助成は受けられるわけですかね。 

園田農政課長 

こちらについては、阿久根市内の農業者が対象になっております。 

中面幸人委員 

ほんなか、阿久根市内の、当然阿久根市内にある農地であって、阿久根市内

のいわば農業者というか、そういう人たちでないと使えないわけですね。はい、

了解です。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

竹原信一委員 

決算に関する説明書の１０ページ、右側の上から６行目の西目地区集会施設

農業使用料のところなんです。西目地区集会施設については、倉庫を毘沙門太

鼓で自由に使っとったと。鍵も持ってた。契約という的なものは何もやってな

かった。改善しますという、以前、前の課長からの答弁をいただいたんだけど

も、一体、どういうふうに改善されたのかを教えてください。 

園田農政課長 
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こちらにつきましては、以前、その使用についての議論がございました。そ

れ以降、その御指摘も受けまして、こちらを利用したい方々を入札方式で募集

いたしまして、結果、毘沙門太鼓さん１組織が希望され、その面積に応じて使

用料を現在いただいているところです。 

竹原信一委員 

使用料は幾らになっていますか。 

園田農政課長 

細かい数字はここで確認できませんが、確か３万ちょっとだったと記憶して

おります。 

竹原信一委員 

倉庫の使用料が３万円なんですか。 

園田農政課長 

はい、そのとおりです。 

竹原信一委員 

入札に参加した、応募したのはほかに何件あるんですか。 

園田農政課長 

この１団体でした。 

竹原信一委員 

それさあ、もうおかしくないですか、そのやり方は、ね。最初っからそこし

か入札しないような状況、わかりきった状況でそこを入札させて、１件しか入

札なかった、ね。恥ずかしくないのこんなことして、君たち。わかりきっとる

わけですよ、こんなことやるのは。それで、その契約書、条件、それを提出し

てください。 

園田農政課長 

はい、後ほど提出させていただきます。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

濵之上大成委員 

ちょっと１点だけすみません。決算に関する説明書のですね、１９ページ、

１５款２項１目の財産不動産、売払収入について、確認の意味でちょっと。私

が聞きそびれたかもしれません。わずかとはいえ、市の維持管理運営にあたっ

て少しは役立ったなというふうに思う１人として質問します。土地建物売払収

入、約５５万７千円の土地が売れたというふうに説明があったんですが、ちな

みにこの面積、僕、聞きそびれたかもしれません。面積はいかほどだったんで

すか。 

もしよければあとでもいいですよ。 

園田農政課長 

すみません、こちらについても現在資料がございませんので、のちほどお示

しいたします。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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なければ認定第１号中、農政課所管の事項について、審査を一時中止いたし

ます。 

この際、暫時休憩いたします。 

（農政課退室） 

 

（休憩 １５：０２～１５：１１） 

 

（農業委員会事務局入室） 

野畑直決算特別委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号中、農業委員会所管の事項について審査に入ります。 

事務局長の説明を求めます。 

園田農業委員会事務局長 

それでは、農業委員会所管分について、御説明いたします。 

初めに、農業委員会所管の平成２９年度予算の新規に係るものについて説明

いたします。 

事項別明細書は３９ページ、決算に関する説明書は４２ページをお願いいた

します。６款農林水産業費１項１目農業委員会費１節報酬の１,３８３万３,８

６２円のうち１６８万円は、平成２８年４月に農業委員会等に関する法律が改

正され、これを受け、本市については平成２９年度からこれまでの農業委員１

２名に加えて、新たに農地最適化推進委員７人を委嘱したことに伴う７人分の

報酬になります。同じく報酬のうち５５２万２,６６６円は、農業委員及び農

地利用最適化推進委員の農地利用の最適化に係る活動及び成果の実績に応じた

額を、現行の月額報酬に上乗せして支給したものであります。今年度につきま

しても、委員の皆様方には農地等利用の最適化のため、精力的に活動いただい

ているところであります。 

それでは、これより決算内容の説明に入ります。 

まず、歳出から御説明いたします。６款農林水産業費１項１目農業委員会費

ですが、事務局職員の４名の人件費と農業委員１２名並びに最適化推進委員７

名の報酬、鹿児島県農業会議への負担金が主なものでありますが、１節報酬の

支出済額１,３８３万３,８６２円は、先ほど新規で御説明いたしました分を含

め、農業委員１２名分並びに最適化推進委員７人分の報酬であります。１９節

負担金補助及び交付金の１７万３,６００円は、県農業会議拠出金１５万３千

円が主なものであります。 

次に、事項別明細書は４１ページ、決算に関する説明書は４５ページになり

ます。８目農業者年金事務費の５６万７,６６８円は、農業者の老後の安定を

図るため、加入促進活動や農業者年金裁定請求事務等を行なった事務に関する

ものであります。うち、８節報償費の８万７,８７４円は、農業者年金加入促

進のため、加入推進委員が個別訪問等を実施した際の活動謝金であります。 

次に、事項別明細書は４３ページ、決算に関する説明書は４６ページになり

ます。１２目農地利用対策事業費の２２３万７,８６６円は、農地利用集積及

び機構集積支援事業に係る経費であり、１節報酬１７５万８００円は、農地利
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用最適化事務嘱託員の１人分の報酬であります。 

次に、歳入について説明いたします。 

事項別明細書は６ページ、決算に関する説明書は１２ページになります。１

２款使用料及び手数料２項４目農林水産業手数料１節農業手数料の収入済額２

７万６,７５０円は、各種証明手数料や嘱託登記手数料であります。 

次に、事項別明細書は１０ページ、決算に関する説明書は１５から１６ペー

ジになります。１４款県支出金２項５目農林水産業費県補助金１節農業費補助

金ですが、農業委員会所管分は、決算に関する説明書１５ページ、一番下の農

業委員会費の７４８万３,６６６円、１６ページ、１１行目の機構集積支援事

業費２０７万４千円、その下の国有農地等管理処分事業交付金３万４千円であ

ります。農業委員会費の７４８万３,６６６円と国有農地等管理処分事業交付

金３万４千円を歳出の６款１項１目の農業委員会費に、機構集積支援事業費２

０７万４千円を歳出の６款１項１２目の農地利用対策事業費に、それぞれ財源

充当しているものであります。 

次に、事項別明細書は１２ページ、決算に関する説明書は１７ページになり

ます。１４款県支出金３項委託金５目農林水産業費県委託金１節農業費委託金

のうち、農業委員会所管分の収入済額２６万１千円ですが、平成２９年度の農

地等権利委譲許可等の事務に係る県からの権限移譲交付金であります。 

次に、事項別明細書は１６ページ、決算に関する説明書は２０ページになり

ます。１９款諸収入４項４目農林水産業費受託事業収入１節農業費受託事業収

入のうち、農業委員会所管分の収入済額６６万３,２００円は、農業者年金の

年金受給者数、被保険者数、新規加入者数などを基礎として算出しました金額

を、独立行政法人農業者年金基金から事務費として交付されております農業者

年金業務受託手数料であります。５項４目雑入２０節雑入のうち農業委員会所

管分は、決算に関する説明書の２１ページの下から７行目、全国農業新聞普及

推進助成金の４万３,２００円と嘱託職員の雇用保険料５,３００円であります。 

その他、各種事業の成果等につきましては、別冊の主要事業の成果説明書、

１２３から１２５ページを御参照ください。 

以上で、農業委員会が所管します事務事業について、説明を終わりますが、

よろしくお願いいたします。 

野畑直決算特別委員長 

事務局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

農業者年金のね、年金額と、現在の農業者年金は幾らもらえるような仕組み

になってるんですか。 

［発言する者あり］ 

ちょっと休憩にしてください。 

野畑直決算特別委員長 

休憩に入ります。 

 

（休憩 １５：２２～１５：２３） 
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野畑直決算特別委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

早水管理係長 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

まず保険料についてでございますが、最低が２万円から、最高が６万７千円

から任意に保険料については選択ができる状況にございます。また、受給年金

額につきましては、その方の納期にもよりますので、これは一概には決まった

ものではございません。 

山田勝委員 

一概には言えませんじゃなくて、今、どれぐらい支給しているのって言うだ

けの話。 

早水管理係長 

農業者年金につきましては、老齢年金プラス経営移譲年金の２種類がござい

まして、大体でございますが、老齢年金については月額５万円程度、経営移譲

年金につきましてはそれプラス２、３万程度という状況、 

［山田勝委員「月額ですか」と呼ぶ］ 

支給は３カ月（訂正あり）に１回となっております。 

山田勝委員 

月額になおしたときに５万５千円程度ですかと言っただけですから。 

［発言する者あり］ 

園田農業委員会事務局長 

今、係長が説明しましたが、今の支給が３カ月（訂正あり）に１遍というこ

とで、月平均しますと２万円程度ということになります。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

［発言する者あり］ 

あるんですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、農業委員会所管の事項について、審査を一時中止

いたします。 

 

（農業委員会退室、水産林務課入室） 

 

野畑直決算特別委員長 

次に、認定第１号中、水産林務課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

山平水産林務課長 

認定第１号に係る水産林務課所管分について、主なものを説明いたします。 

まず、６款２項林業費について、歳出から説明いたします。決算に関する説

明書は４７ページ、事項別明細書は４４ページをお開きください。１目林業総

務費は、当初予算額１,５４１万３千円に対して、人件費５０万円を減額補正
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し、６款３項１目水産業総務費３節職員手当等から１５万３千円を流用し、予

算現額は１,５０６万６千円で、支出済額は１,４９７万７,７３３円であり、

執行率は９９.４１％であります。減額補正の理由といたしましたは、２節給

料から４節共済費の減額でございますが、職員の扶養手当や児童手当等の減額

補正が主なものであります。 

次に、２目林業振興費について、説明いたします。 

当初予算額８,５６１万円に対して、８３万１千円を減額補正し、予算現額

は８,４７７万９千円で、支出済額は５,７８６万７,５３９円であり、執行率

は６８.２６％であります。執行率が低かった理由といたしまして、有害鳥獣

捕獲事業を翌年度へ繰り越したことが主なものであります。 

以下、主なものを説明いたします。 

８節報償費の支出済額２４万４千円は、説明書の報償費の１行目にあります

森林づくり推進委員活動謝金及び２行目にあります有害鳥獣捕獲協議会委員謝

金でありますが、翌年度繰越額の４９１万８００円は、有害鳥獣捕獲謝金であ

ります。なお、この捕獲謝金は、イノシシ２０８頭、シカ５０５頭、タヌキ１

１頭、アナグマ１７３頭、カラス６羽分の捕獲謝金であります。１３節委託料

の支出済額１,０８０万７,８４０円のうち、主なものは、説明書の委託料の５

行目にあります、有害鳥獣被害捕獲対策推進業務の３６０万円及び７行目にあ

ります、長寿命化計画策定業務の４９４万２千円であります。 

有害鳥獣被害捕獲対策推進業務につきましては、農林産物の被害相談の即対

応や農林産物の鳥獣被害の軽減を図るため、捕獲体制、被害報告などの対応を

阿久根市有害鳥獣捕獲協会と脇本有害鳥獣捕獲協会に委託を行っているもので

ありますが、二期分として３６０万円は支払済みでありますが、残りの１８０

万円は翌年度へ繰り越したものであります。 

また、長寿命化計画策定業務の支出済額４９４万２千円は、林道橋８橋の策

定業務であり、今後の橋梁の適切な維持管理及び長寿命化計画の基礎資料を作

成するものであります。 

１９節負担金補助及び交付金の支出済額３,７７２万８,８０５円は、説明書

の負担金補助及び交付金の１行目にあります紫尾幹線林道維持管理協議会ほか

２件の負担金と、下から２行目にありますイノシカ肉流通対策事業ほか５件の

補助金であります。負担金の主なものは、紫尾幹線林道維持管理協議会の２２

９万３千円であります。補助金の主なものは、説明書の負担金補助及び交付金

の６行目にあります作業道急坂局部舗装事業の５４２万８千円と、８行目にあ

りますイノシカ肉流通対策事業の概算払いの２千万円であります。なお、イノ

シカ肉流通対策事業の６８０万２千円は、翌年度へ繰り越したものであります。

翌年度繰越額は合計で、１,２２９万１千円でありますが、この繰越額のほか

に、有害鳥獣捕獲活動事業の繰越額が５４８万９千円あります。作業道急坂局

部舗装につきましては、１１路線の８９３メートルの事業が実施され、５４２

万８千円の補助を行い、林産物の運搬の利便性や竹林改良が促進されてきたと

ころであります。 

事項別明細書は４５ページをお開きください。次に、３目市有林造成費につ

いて、説明いたします。当初予算額７７２万７千円に対して、９２万４千円減
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額補正し、予算現額は６８０万３千円であります。支出済額は６３８万９,６

０３円であり、執行率は９３.９２％であります。減額補正の主な理由といた

しましては、当初計画していた阿久根大島の松くい虫被害秋期駆除業務を実施

する必要がなくなったことから、全額を減額補正したものであります。以下、

主なものを説明いたします。１２節役務費の主なものは、森林国営保険加入料

２０３万４,０３５円であります。１３節委託料は、折口長岡市有林の立木伐

採業務の１０６万９,２００円であります。 

次に、災害復旧関係に移ります。説明書は６７ページ、事項別明細書は６５

ページをお開きください。１１款４項３目単独林業施設災害復旧費について、

説明いたします。当初予算額３５０万円に対して、支出済額は４１万９,７９

６円であり、執行率は１１.９９％であります。事項別明細書の６６ページに

なりますが、１４節使用料及び賃借料ですが、梅雨時期や台風等での林道内へ

の崩土・倒木などの被害に際し、グレーダー等の重機借上げにより、崩土等の

除去や倒木処理を行い、通行の安全確保等を行ったものであります。 

次に、水産業費について説明いたします。説明書は４８ページ、事項別明細

書は４５ページにお戻りください。６款３項１目水産業総務費は、当初予算額

４,２４０万６千円に対して、給料及び職員手当等を３０万７千円、共済費を

３３万４千円増額補正し、３節職員手当等から６款２項１目林業総務費３節職

員手当等へ１５万３千円を流用し、予算現額は４,２８９万４千円、支出済額

は４,２７５万９,３５６円であり、執行率は９９.６９％であります。増額補

正の理由といたしましては、２節給料から４節共済費でございますが、課長と

栽培漁業センター職員２名、庁内の職員３名の水産係５名で計６名の給料、期

末勤勉手当や社会保険料等の増額補正が主なものであります。 

それでは、主なものを説明いたします。１９節負担金補助及び交付金の支出

済額４７万８,３５０円は、決算に関する説明書の負担金補助及び交付金の１

行目にあります阿久根警察署管内沿岸防犯連絡協議会のほか、３つの協議会あ

るいは３つの協会への負担金であります。 

２目水産業振興費は、当初予算額９,１２３万５千円に対して、１９節負担

金補助及び交付金の藻場・干潟等保全活動支援事業３０万円、漁業後継者就業

支援交付金３００万円及び１４節使用料及び賃借料の船借上料１９万９千円を

減額補正する一方、１９節負担金補助及び交付金の北薩の水産資源魅力ＰＲ事

業６０万円を増額補正し、予算現額は８,８３３万６千円、支出済額は８,７２

４万１,６４７円であり、執行率は９８.７６％であります。減額補正の主な理

由といたしましては、漁業後継者就業支援交付金を当初４月から３人に支給を

開始する予定で当初予算を計上しておりましたが、対象者の応募が遅延し、申

請書の提出が１２月であったため、平成２９年度後期分として半分の支給とな

ったことと、２人からの申請であったことによる減額補正であります。 

以下、主なものを説明いたします。 

事項別明細書は４６ページをお開きください。１９節負担金補助及び交付金

の支出済額８,５２６万３,６７６円は、説明書の負担金補助及び交付金の１行

目にあります捕鯨を守る全国自治体連絡協議会のほか、１２件の負担金や交付

金であります。まず、説明書の負担金補助及び交付金の５行目にあります水産
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物流通対策事業につきましては、受益者数は延べ１,９９５人及び事業の対象

となった外来船の数は１０隻、補助金額は３,１７５万円であります。次に、

負担金補助及び交付金の７行目にあります、種子島周辺漁業対策事業につきま

しては、北さつま漁協が自動選別機１式、回転フォークリフト２.５トン１台

及びタンクローリー、２.０キロリットル１台を購入することから、ＪＡＸＡ、

県、阿久根市が助成したものであります。 

次に、負担金補助及び交付金の１１行目にあります、磯焼け対策事業につき

ましては、水産多面的機能発揮対策事業による対策が行き届かない海域での食

害対策として２４回、延べ１８７人により１４トンのウニの駆除作業を実施し

たところであります。 

次に、漁業後継者就業支援交付金６００万円は、新たに漁業に就業する青年

を将来の漁業の担い手として確保・育成することを目的として、漁業後継者就

業支援金を交付したものでありますが、平成２８年度からの後継者３名にそれ

ぞれ年間に１５０万円ずつ、平成２９年度から新たに対象となった後継者２人

にそれぞれ年間に７５万円を交付しております。２４節投資及び出資金の３５

万円は、鹿児島県漁業信用基金協会に対する出資金であります。 

次に、３目漁港管理費について、説明いたします。当初予算額１,７４８万

１千円に対して、３３４万９千円を減額補正し、予算現額は１,４１３万２千

円で、支出済額は１,２６０万９,６１６円であり、執行率は８９.２３％であ

ります。減額補正の主な理由といたしましては、脇本漁港の深田地区に３基の

照明器具を設置する予定で当初予算に計上しておりましたが、県の予算がつか

なかったことから、７００万円全額を減額補正し、一方、地域振興推進事業

「かごしま・あくね海の駅」給電・給水施設設置工事３２８万４千円を増額補

正したことが、主なものであります。 

以下、主なものを説明いたします。１３節委託料の支出済額７９３万８,８

２３円は、説明書の委託料の４９ページの１行目にあります、阿久根漁港環境

緑地施設の樹木管理業務が主なものであります。 

説明書は、４９ページになります。次に、４目漁港建設費について、説明い

たします。当初予算では計上しておりませんでしたが、３月補正により、可決

いただきました１９節負担金補助及び交付金１,６７４万５千円は、阿久根漁

港水産基盤機能保全事業の県への負担金であります。 

次に、５目栽培漁業センター費について、説明いたします。当初予算額２,

４０３万４千円に対して、１２３万８千円を減額補正し、予算現額は２,２７

９万６千円で、支出済額は２,０４６万９,０６４円であり、執行率は８９.７

９％であります。 

以下、主なものを説明いたします。１節報酬２０３万３,７８８円は、技術

嘱託職員１名の報酬であり、４節共済費８５万６,２４２円は、技術嘱託職員

１名及び作業員２名の社会保険料であります。７節賃金３２７万２,１８４円

は、作業員２名分の賃金であります。 

事項別明細書は、４７ページをお開きください。１１節需用費１,２５８万

２,９４２円は、種苗生産用飼料、電気・水道・ガス・燃料費などの水光熱費、

取水ポンプの修繕などが、主なものであります。１３節委託料１０８万８,６
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７６円は、決算に関する説明書の委託料の１行目にあります、警備業務ほか４

件の委託料であります。 

次に、歳入について、説明いたします。 

説明書は１０ページ、事項別明細書は５ページをお開きください。１２款１

項４目農林水産業使用料２節林業使用料は、市有林占用料及び鶴川内地区集会

施設の使用料が主なものであり、３節水産業使用料は、第１種漁港及び栽培漁

業センターの電柱占用料であります。 

説明書は１２ページ、事項別明細書は６ページをお開きください。１２款２

項４目農林水産業手数料２節林業手数料は、愛鳥飼育許可の許可手数料９件分

であり、３節水産業手数料は、船員手帳交付手数料１７件及び訂正手数料２件

分であります。 

次に、説明書は１５ページ、事項別明細書は１０ページをお開きください。

１４款２項５目２節林業費補助金は、説明書の１６ページの中ほどにあります

林業費補助金の１行目になりますが、森林整備地域活動支援事業費ほか４件の

補助金であります。３節水産業費補助金は、説明書の１行目にあります、種子

島周辺漁業対策事業費ほか２件の補助金であります。 

次に、説明書は１７ページ、事項別明細書は１２ページをお開きください。

１４款３項５目２節林業費委託金は、説明書の１８ページの１行目にあります

松くい虫特別防除事業費と市町村権限移譲交付金であります。 

次に、説明書は１８ページ、事項別明細書は１３ページをお開きください。

３節水産業費委託金は、説明書の１行目にあります、漁港使用料徴収費と港勢

調査費であります。１５款１項２目利子及び配当金のうち、水産林務課所管分

は、説明書の８行目にあります水産振興基金及び１１行目にあります阿久根大

島名勝松造成基金であります。 

次に、説明書は１９ページ、事項別明細書は１４ページをお開きください。

１５款２項１目不動産売払収入２節立木売払収入でありますが、折口長岡市有

林の立木売払収入であります。３目生産物売払収入１節生産物売払収入のうち

水産林務課所管分は、栽培漁業センターで、ヒラメ、アワビ、アカウニ、オニ

オコゼの種苗を出荷した分の売上金であります。なお、８月に発生した赤潮の

影響により、アワビが大量死したことにより収入見込額に対してかなりの減額

となったものであります。 

次に、説明書は２０ページから２１ページにかけて、事項別明細書は１６ペ

ージをお開きください。１９款５項４目２０節雑入のうち、水産林務課所管分

は説明書の２１ページの雑入の１行目にあります栽培漁業センター職員の雇用

保険料の一部、下から１０行目の原子力立地給付金の一部であります。 

次に、説明書は２３ページ、事項別明細書は１７ページになります。２０款

１項５目農林水産業債２節林業債２,３６０万円は、有害鳥獣捕獲事業に活用

したものであります。３節水産業債４,８９０万円は、種子島周辺漁業対策事

業債、水産業活性化事業債及び漁港整備事業債であります。なお、主要事業に

つきましては、主要事業の成果説明書の１２６ページから１４３ページにあり

ますので、御参照ください。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 
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野畑直決算特別委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

竹原信一委員 

主要事業の成果説明書、１２８ページをごらんください。一番下のところに

現状と課題、今回、補助金等の不正受給が判明したことから、今後、有害鳥獣

捕獲事業に係る補助事業の内容等を再検討する必要がある。検討状況と検討の

スケジュールを、いつまでに結論を出すのかスケジュールを教えてください。 

山平水産林務課長 

検討状況につきましては、事業で配するものは廃止をしていく。支払いにつ

いては、一社ではなくて個人に支払えるものは個人に支払いをしていくといっ

たような検討をしております。 

スケジュールにつきましては、３０年度事業からそういった方向で考えてい

るところです。 

竹原信一委員 

ちょっと待ってくださいね。 

野畑直決算特別委員長 

一問一答でしたほうがいいですよ。 

竹原信一委員 

３０年度で考えていくところですっていうのは、思いつきにしたがってそう

やっていこうというような感じなんですかね。検討するって言ったらさ、物ご

とはこれはいつまでに結論を出さないかんと、全部をね、最終的なこの形は。

そういうのをはっきりさせた上で、誰が考えるのこれ。課長が１人で考えるこ

とになるのかな。そこら辺が思いつきにしたがって逐次やっていきますちゅう

ような答弁なんですか、これ。 

山平水産林務課長 

当然、課内でも検討いたしまして、この事業とこの事業については廃止を、

この事業については支払先を変更していくということを。３０年度の当初予算

での段階ではそういったことは盛り込まれておりませんでしたが、こういった

状況になって、廃止するものは廃止していこうということで、水産林務課内で

検討はした上でのスケジュールとなっております。 

竹原信一委員 

そのスケジュールというのはですね、日付があって、いつまでにこれについ

ては全部片づけようというのがあってしかるべきなんですけれども、どうなん

ですか。 

山平水産林務課長 

今、２９年度の繰り越し事業の分と、平成３０年度の事業については執行を

停止をしております。と言いますのが、改善策が各団体から出てきた上でない

と執行しないということで、今、進めておりますので、それが出た、改善策が

出てきた上で、補助金等のさまざまな手続をした上での執行ということで考え

ております。 

竹原信一委員 
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相手の態度待ちというようなことではですね、阿久根市が主体となってきた

この有害鳥獣捕獲事業、そういったことではあまりにも無責任じゃないでしょ

うかね。税金を預かり、そして事業を始めました。さんざん今までかけてきた、

問題が起きたから。あとの締めはちゃんと阿久根市がいつまでに改善されて、

ことしの冬からは大丈夫ですよっていう状況をつくらないかんと思いますけれ

ども、その責任感というのはないんでしょうかね。あなたたちは相手が、態度

が終わるまで、変わるまでできませんということじゃいけないんじゃないかと

思うんですけれども、どうでしょう。 

山平水産林務課長 

そこがやはり市民の税金を使った上での補助金等ですので、確かに有害鳥獣

捕獲事業を実施をしていかないと、農林水産物の被害軽減につながらないとい

うことが一番の目的なんですが、今の問題がはっきりと会員の了解を得た上で、

改善策をしっかりと出していただいた上で執行していくしか、今の段階では執

行はできないものと考えております。 

竹原信一委員 

執行と云々よりも、その補助事業の内容との検討の話なんですね、ここに書

いてある、ね。内容を再検討する必要があると書いてある。自分たちで書いた

んだから。検討のスケジュールのことを私は聞いたわけですから。 

山平水産林務課長 

この決算に関するいろんな資料の提出というのが、７月ごろだったかという

ふうに記憶をしてます。その時点ではどういった方向で予算を見直していくか

ということの検討が完全に済んではおりませんでした。 

野畑直決算特別委員長 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、水産林務課所管の事項について、審査を一時中止

いたします。 

 

（水産林務課退室） 

 

野畑直決算特別委員長 

ここでお諮りいたします。 

本日の審査はこの程度にとどめ、散会したいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認め、本日はこれにて散会いたします。 

あすは午前１０時より再開いたします。 

 

（散 会  １５時５８分） 

 

決算特別委員会委員長   野 畑   直  


